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　ふれあいの森の「頂上ふれあい広場」にア

スレチックが完成しました。休日になるとた

くさんの子どもたちでいっぱい。二連ブラン

コ、ロープ登り、波乗り、お山の大将、ターザン

ロープ、丸太吊橋、クモの巣登り、ネットトン

ネルと、全部で８種類もあります。また、頂

上から見る景色はすばらしいものがあります。

ご家族そろってぜひ遊びにきてください。�

ふれあいの森は楽しさいっぱい !
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平
成
十
四
年
第
一
回
定
例
会
の
開
会

に
あ
た
り
、
当
初
予
算
を
は
じ
め
、
い

く
つ
か
の
重
要
議
案
の
ご
審
議
を
お
願

い
す
る
と
と
も
に
、
私
が
町
政
に
臨
む

所
信
の
一
端
を
申
し
上
げ
、
町
民
の
皆

様
を
は
じ
め
議
員
各
位
の
な
お
一
層
の

町
政
に
対
す
る
ご
協
力
、
ご
理
解
を
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。�

　
二
十
一
世
紀
に
入
り
、
時
代
は
大
き

な
変
革
期
を
迎
え
て
お
り
ま
す
。�

　
町
を
取
り
巻
く
情
勢
は
大
変
厳
し
い

も
の
が
あ
る
中
で
、
県
で
は
平
成
十
八

年
上
曽
ト
ン
ネ
ル
開
通
に
向
け
て
の
用

地
買
収
の
継
続
や
朝
日
ト
ン
ネ
ル
の
予�

�����

備
設
計
に
入
る
予
定
で
す
。
ま
た
、
百

里
飛
行
場
の
民
間
共
用
化
、
つ
く
ば
エ

キ
ス
プ
レ
ス
、
北
関
東
自
動
車
道
の
建

設
な
ど
町
に
と
っ
て
明
る
い
話
題
も
あ

る
こ
と
も
事
実
で
ご
ざ
い
ま
す
。
　
　

　
こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
て
、
私

の
政
治
信
条
で
あ
り
ま
す
「
町
民
本
位

の
行
政
」
「
財
政
の
健
全
化
」
を
基
本

と
し
て
町
政
運
営
に
更
な
る
努
力
を
傾

注
し
、
経
済
情
勢
の
変
化
に
機
敏
に
対

応
し
、
国
・
県
と
の
施
策
と
も
連
携
し

つ
つ
行
財
政
改
革
を
推
進
す
る
一
方
、

町
民
だ
れ
も
が
豊
か
さ
を
実
感
で
き
る

魅
力
あ
る
ま
ち
を
創
造
し
て
い
く
た
め

に
、
社
会
資
本
の
整
備
や
少
子
・
高
齢

社
会
に
向
け
て
の
体
制
整
備
な
ど
に
今

後
も
精
一
杯
取
り
組
ん
で
参
り
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。�

　
ま
た
、
市
町
村
合
併
に
つ
い
て
で
す

が
、
二
市
三
町
一
村
で
構
成
さ
れ
て
お

り
ま
す
市
町
村
合
併
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ

事
業
等
の
報
告
を
参
考
に
、
議
員
各
位

や
町
民
の
皆
様
と
手
を
携
え
て
こ
れ
か

ら
の
方
向
性
を
見
い
出
し
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。�

　
こ
こ
で
、
平
成
十
四
年
度
の
予
算
編

成
方
針
並
び
に
重
点
施
策
の
概
要
に
つ

い
て
申
し
上
げ
ま
す
。
必
要
性
・
緊
急

性
・
効
果
等
を
検
討
し
、
バ
ラ
ン
ス
の�

�����

と
れ
た
総
合
的
な
町
づ
く
り
を
進
め
、

更
に
行
政
サ
ー
ビ
ス
水
準
の
確
保
・
向

上
を
図
り
な
が
ら
、
実
施
計
画
を
基
本

と
し
た
予
算
編
成
を
行
い
ま
し
た
。�

調
和
の
と
れ
た
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く

り�　
道
路
・
交
通
に
つ
き
ま
し
て
は
、
国

県
道
の
バ
イ
パ
ス
化
や
拡
幅
整
備
等
の

早
期
完
成
と
、
町
民
の
皆
様
の
期
待
の

大
き
い
上
曽
ト
ン
ネ
ル
の
早
期
完
成
、

朝
日
ト
ン
ネ
ル
の
整
備
計
画
樹
立
を
県

に
対
し
強
く
要
望
し
て
参
り
ま
す
。
町

道
整
備
に
つ
い
て
も
、
計
画
的
な
整
備

を
進
め
て
参
り
ま
す
が
、
幹
線
道
路
と

な
る
岩
間
・
八
郷
線
の
着
工
を
は
じ
め

片
野
・
下
青
柳
線
、
山
崎
・
石
岡
線
等

の
早
期
完
成
に
努
め
ま
す
。�

　
恋
瀬
川
改
修
に
つ
き
ま
し
て
は
、
早

期
改
修
が
図
ら
れ
る
よ
う
、
県
に
対
し

強
く
働
き
か
け
を
行
っ
て
参
り
ま
す
。�

安
全
で
快
適
な
環
境
の
あ
る
ま
ち
づ

く
り�

　
上
水
道
に
つ
き
ま
し
て
は
、
年
次
計

画
に
基
づ
き
柿
岡
地
区
老
朽
管
更
新
事

業
や
小
幡
地
区
の
配
水
管
布
設
替
事
業

を
進
め
て
参
り
ま
す
。�

　
下
水
道
に
つ
き
ま
し
て
は
、
認
可
区

域
の
計
画
的
な
事
業
を
推
進
し
、
十
月

か
ら
の
一
部
供
用
を
め
ざ
し
ま
す
。
　�

⑵

����������������

　
平
成
十
四
年
第
一
回
議
会
定
例
会

は
、
三
月
八
日
に
招
集
さ
れ
、
二
十
日

ま
で
十
三
日
間
の
日
程
で
開
か
れ
ま
し

た
。
提
出
さ
れ
た
案
件
は
、
議
案
三
十

二
件
、
同
意
一
件
、
発
議
一
件
、
請
願

一
件
な
ど
で
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　

　�◆
補
正
予
算
　
　
　
　
　
　

　
平
成
十
三
年
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
七
号
）
の
ほ
か
国
民
健
康
保
険
・

老
人
保
健
・
下
水
道
事
業
特
別
会
計
予

算
及
び
、
水
道
事
業
会
計
予
算
の
補
正

が
あ
り
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　

　
平
成
十
三
年
度
一
般
会
計
は
、
歳
入

歳
出
そ
れ
ぞ
れ
一
億
七
、
三
〇
一
万
八

千
円
を
追
加
し
、
予
算
総
額
を
一
〇
八

億
三
、
五
四
二
万
七
千
円
と
し
ま
し

た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　�

����������������

　
歳
入
、
歳
出
と
も
事
業
の
確
定
に
伴

う
補
助
金
の
増
減
な
ど
で
し
た
。
歳
入

で
は
地
方
交
付
税
が
二
億
二
、
二
八
六

万
七
千
円
増
額
し
、
県
支
出
金
が
、
農

地
費
補
助
金
の
四
、四
二
五
万
五
千
円

減
額
と
な
っ
た
の
が
お
も
な
も
の
で
す
。

町
債
は
四
、
三
二
一
万
四
千
円
の
減
額

と
な
り
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　�

　
歳
出
は
、
総
務
費
が
二
億
七
、五
二

五
万
五
千
円
の
補
正
増
、
こ
れ
は
、
教

育
施
設
整
備
基
金
積
立
金
が
増
額
さ
れ

た
も
の
で
す
。
農
林
水
産
業
費
は
、
一

億
四
、二
三
四
万
二
千
円
減
額
補
正
さ

れ
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　�

�

◆
条
例
の
改
正
な
ど
　

　
八
郷
町
課
設
置
条
例
の
全
部
を
改
正

す
る
条
例
・
八
郷
町
障
害
者
福
祉
作
業�

三
月
定
例
議
会�

新
年
度
予
算
な
ど
を
可
決�

平成14年度施政方針（抜粋）�

バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
総
合
的
な
ま
ち
づ
く
り�



　
消
防
・
防
災
対
策
と
い
た
し
ま
し
て

は
、
県
総
合
防
災
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

シ
ス
テ
ム
と
あ
わ
せ
て
町
防
災
無
線
の

運
用
強
化
を
図
り
な
が
ら
災
害
を
未
然

に
防
ぐ
よ
う
努
め
ま
す
。
ま
た
、
町
北

東
部
へ
の
消
防
分
署
建
設
に
つ
い
て
調

査
・
研
究
を
行
う
と
共
に
消
防
・
防
災

施
設
の
充
実
を
図
り
ま
す
。�

生
涯
を
健
や
か
に
過
ご
せ
る
ま
ち
づ

く
り�

　
保
健
セ
ン
タ
ー
を
拠
点
と
し
た
健
康

教
育
、
健
康
相
談
、
各
種
検
診
事
業
等

の
保
健
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
に
努
め
る
と

と
も
に
、
医
療
機
関
と
の
連
携
を
図
り

な
が
ら
、
疾
病
の
早
期
発
見
や
予
防
対

策
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。�

心
の
ふ
れ
あ
い
と
思
い
や
り
の
あ
る

ま
ち
づ
く
り�

　
少
子
化
対
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、
低

年
齢
児
保
育
・
延
長
保
育
・
緊
急
保
育

等
多
様
化
す
る
保
育
ニ
ー
ズ
に
対
応
す

る
た
め
、
施
設
及
び
保
育
内
容
の
充
実

に
努
め
、
今
後
も
保
育
所
の
統
合
を
検

討
し
て
ま
い
り
ま
す
。�

　
高
齢
社
会
へ
の
対
応
に
つ
き
ま
し
て

は
、
生
涯
学
習
と
の
連
携
や
ミ
ニ
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
活
用
に
よ
り
地

域
で
の
活
動
の
場
や
交
流
、
情
報
の
提

供
な
ど
に
努
め
ま
す
。�

　
介
護
保
険
に
つ
い
て
は
介
護
保
険
の

適
切
な
運
営
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、

安
心
し
て
生
活
で
き
る
環
境
づ
く
り
を

め
ざ
し
て
参
り
ま
す
。
ま
た
、
障
害
者

支
援
対
策
の
福
祉
作
業
所
に
つ
き
ま
し

て
は
、
新
年
度
早
々
に
運
営
出
来
る
よ

う
努
め
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。�

人
々
が
い
き
い
き
と
交
流
す
る
ま
ち

づ
く
り�

　
教
育
・
生
活
文
化
に
つ
き
ま
し
て
は
、

子
供
た
ち
が
健
や
か
に
伸
び
伸
び
と
学

習
・
生
活
で
き
る
環
境
の
整
備
を
進
め

て
参
り
ま
す
。
質
の
高
い
給
食
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
で
き
る
よ
う
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
の
早
期
完
成
を
め
ざ
し
ま
す
。
文

化
活
動
に
つ
い
て
は
、
情
報
通
信
技
術

講
習
推
進
事
業
の
実
施
や
、
各
種
講
座

の
開
設
や
文
化
・
芸
術
の
発
表
の
機
会

を
支
援
し
ま
す
。�

豊
か
で
活
力
に
満
ち
た
ま
ち
づ
く

り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
農
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
基
盤
の
整

備
、
関
係
機
関
の
営
農
指
導
の
強
化
や

生
産
組
織
の
育
成
に
努
め
、
農
産
物
の

生
産
と
コ
ス
ト
削
減
を
図
り
な
が
ら
、

後
継
者
の
育
成
・
確
保
に
努
め
経
営
の

安
定
化
を
め
ざ
し
ま
す
。
　
　
　
　
　

　
畜
産
に
関
し
ま
し
て
は
、
排
せ
つ
物

の
積
極
的
な
利
用
を
図
り
な
が
ら
公
害

の
防
止
を
推
進
し
て
参
り
ま
す
。
　
　

　
林
業
に
関
し
ま
し
て
は
、
良
質
材
の

育
成
や
生
産
基
盤
の
確
立
を
推
進
す
る

と
と
も
に
森
林
資
源
の
多
目
的
な
活
用

を
図
り
ま
す
。�

　
商
工
業
に
関
し
ま
し
て
は
、
商
工
会

と
の
連
携
を
図
り
、
活
性
化
対
策
や
近

代
化
を
目
指
す
融
資
制
度
の
活
用
、
活

性
化
の
た
め
の
イ
ベ
ン
ト
開
催
に
対
し

支
援
し
ま
す
。�

　
観
光
に
関
し
ま
し
て
は
、
「
茨
城
県

フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク
」
や
「
ふ
れ
あ
い
の

森
」
な
ど
拠
点
施
設
と
し
て
の
機
能
充

実
を
図
り
な
が
ら
観
光
農
業
や
、
や
さ

と
温
泉
「
ゆ
り
の
郷
」
、
史
跡
名
所
、

民
間
事
業
な
ど
を
活
用
し
た
広
域
的
な

観
光
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
確
立
を
め
ざ
し

ま
す
。�

�

町
の
行
政
改
革
　
　
　
　
　
　
　�

　
単
に
行
政
組
織
の
改
編
に
と
ど
ま
ら

ず
職
員
の
意
識
改
革
、
町
民
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
と
行
政
組
織
機
構
の
見
直
し
や

郡
内
で
の
職
員
人
事
交
流
を
行
う
と
と

も
に
、
電
子
自
治
体
構
築
や
、
住
民
基

本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
の
一

次
稼
働
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。�

　
今
後
も
ま
ち
づ
く
り
に
あ
た
り
ま
し

て
は
、
町
民
に
対
す
る
町
の
果
た
す
役

割
と
責
任
の
重
大
さ
を
自
覚
し
、
よ
り

一
層
の
自
主
的
、
主
体
的
な
行
政
運
営

が
求
め
ら
れ
る
と
と
も
に
、
多
様
化
す

る
行
政
ニ
ー
ズ
、
厳
し
い
財
政
事
情
を

ふ
ま
え
適
切
な
事
業
の
選
択
、
効
率
的

な
財
政
運
営
に
対
応
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
行
政
改
革
大
綱

に
基
づ
い
た
行
政
改
革
を
引
き
続
き
推

進
し
、
町
民
の
信
頼
と
信
託
に
応
え
ら

れ
る
行
政
運
営
に
努
め
て
参
り
ま
す
。�

　
以
上
、
平
成
十
四
年
度
の
町
政
運
営

の
基
本
的
な
考
え
方
と
施
策
の
概
要
を

ご
説
明
申
し
上
げ
、
議
員
各
位
並
び
に

町
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
所
信
表
明
と
い
た
し
ま
す
。
　�

⑶

所
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の

制
定
・
八
郷
町
下
水
道
条
例
の
制
定
・

八
郷
町
都
市
計
画
下
水
道
事
業
受
益
者

負
担
金
に
関
す
る
条
例
の
制
定
・
改
正

な
ど
十
一
件
あ
り
ま
し
た
。
　
　
　
　

　
ほ
か
に
、
町
道
路
線
の
変
更
と
、
岩

間
・
八
郷
線
道
路
用
地
と
し
て
の
町
有

財
産
の
取
得
に
つ
い
て
の
案
件
が
あ
り

ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　�◆
契
約
の
締
結�

　
下
水
道
管
渠
工
事
と
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
改
築
工
事
の
請
負
契
約
の
締
結
の

可
決
承
認
で
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　

●
国
補
特
環
管
渠
工
事
第
72
号
　
　�

契
約
の
方
法
　
指
名
競
争
入
札
　
　
　

契
約
額
　
五
、一
七
六
万
五
千
円�

相
手
方
　
日
立
市
　
鈴
縫
工
業
（
株
）

　
　
　
　
代
表
取
締
役
　
鈴
木
　
一
良

●
八
郷
町
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
改
築
工

事
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　�

契
約
の
方
法
　
指
名
競
争
入
札
　
　
　

契
約
額
　
六
億
三
、
三
一
五
万
円�

相
手
方
　
茨
城
町
　
蔦
屋
建
設
（
株
）

　
　
　
代
表
取
締
役
　
久
保
田
は
つ
江�

�

◆
同
意
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
同
意
案
件
は
、
町
固
定
資
産
評
価
審

査
委
員
に
鯉
渕
�
松
さ
ん
（
66
歳
・
柿

岡
）
を
選
任
す
る
案
を
提
出
、
満
場
一

致
で
同
意
を
得
ま
し
た
。
　
　
　
　
　�

���

◆
発
議
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
八
郷
町
議
会
市
町
村
合
併
検
討
特
別

委
員
会
の
設
置
に
つ
い
て
発
議
さ
れ
、

三
月
二
十
日
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
　
　

　
こ
の
委
員
会
の
目
的
は
、
現
在
国
が

中
央
集
権
型
か
ら
地
方
分
権
型
に
向
け

て
市
町
村
合
併
を
推
進
し
て
い
る
な
か

で
、
市
町
村
合
併
は
、
新
た
な
地
域
づ

く
り
の
手
段
と
し
て
重
要
と
考
え
ら
れ

る
こ
と
か
ら
、
議
会
で
は
こ
の
特
別
委

員
会
を
設
置
し
て
、
近
隣
市
町
村
の
実

情
を
調
査
、
検
討
し
、
将
来
的
な
広
域

合
併
に
向
け
て
町
当
局
に
提
言
を
行

い
、
ひ
い
て
は
八
郷
町
の
合
併
問
題
に

適
切
な
措
置
が
考
え
ら
れ
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　�

◆
請
願
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
請
願
案
件
は
、
瓦
会
地
区
丸
山
国
有

林
パ
ラ
グ
ラ
イ
ダ
ー
離
陸
基
地
と
八
郷

ス
カ
イ
パ
ー
ク
真
家
宿
地
区
着
陸
基
地

設
置
の
反
対
に
関
す
る
請
願
が
提
出
さ

れ
継
続
審
査
と
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

�



�

一
般
会
計
予
算
　
　
　
　

　
平
成
十
四
年
度
の
八
郷
町
の
一
般
・

特
別
・
水
道
事
業
会
計
の
各
予
算
案
は

三
月
八
日
か
ら
二
十
日
に
か
け
て
開
か

れ
た
定
例
議
会
に
提
出
、
常
任
委
員
会

で
審
議
さ
れ
、
二
十
日
原
案
の
と
お
り

可
決
成
立
し
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　

　
平
成
十
四
年
度
の
一
般
会
計
予
算
は

九
六
億
五
、
〇
〇
〇
万
円
で
対
前
年
比

で
は
三
・
八
％
の
増
で
し
た
。
　
　
　

　�

�

�

歳
入
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
歳
入
は
、
地
方
交
付
税
が
三
六
億

一
、
〇
〇
〇
万
円
で
全
体
の
三
七
・
四

％
を
占
め
て
い
ま
す
が
、
前
年
度
比

三
・
二
％
減
に
な
っ
て
い
ま
す
。
　
　

　
ま
た
、
事
業
実
施
に
か
か
る
国
庫
支

出
金
を
前
年
度
比
二
二
・
一
％
増
の
三

億
四
、
八
八
八
万
四
千
円
、
県
支
出
金

は
五
一
・
一
％
増
の
七
億
三
、
三
六
五

万
五
千
円
を
見
込
み
ま
し
た
。
　
　
　�

�

歳
出
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　�

　
歳
出
は
、
民
生
費
の
一
八
億
八
、
七

一
五
万
一
千
円
が
全
体
の
一
九
・
六
％

を
占
め
最
も
大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
農
林
水
産
業
費
は
、
畜
産
振
興
総
合

対
策
事
業
な
ど
の
実
施
に
よ
り
、
前
年

度
比
二
四
・
五
％
増
の
一
七
億
七
、
八

八
三
万
五
千
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。
　

　
教
育
費
で
は
、
中
央
公
民
館
の
改
修

工
事
な
ど
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、

一
二
億
二
、三
三
一
万
五
千
円
を
計
上

し
て
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　�

⑷

平
成
十
四
年
度
予
算
　
総
額
一
八
〇
億
九
千
万
円
で
ス
タ
ー
ト�

一
般
・
特
別
・
水
道
会
計
予
算
合
計

一般会計歳入歳出予算構成�

総務費�
13億6,751（14.2％）�

 8億1,797�

11億0,621�

    1,348�

    4,241�

 1億4,086�

    1,370�

21億3,463�

�

 96億5,000�

 24億0,000�

 32億3,900�

  2億0,532�

     6,367�

 17億9,900 �

 77億0,699 �

  7億3,860�

180億9,559�

�

 3.8�

－0.2�

12.2�

2,318.4�

－1.5�

－34.3�

－4.9�

－14.3�

－0.9

－3.8�

4.1�

5.3�

4.1�

－5.8�

17.9�

0.5�

�

 93億0,000�

 24億0,440 �

 28億8,600 �

      849�

     6,466�

 27億3,752�

 81億0,107�

  8億6,230�

182億6,337

 7億8,710�

11億5,138 �

    1,420�

    4,413�

 1億3,271�

    1,615�

21億4,567�

�

各会計予算総括表� 町税の内訳�
単位：万円・％�

�

単位：万円・％�

�
会　計　名� 平成13年度 平成14年度   対前年度比�

一 般 会 計�

水道事業会計�

国民健康保険�

老 人  保  健�

フラワーヒル�

農業集落排水�

下水道事業�

　小　　計 

計�

税    　目    平成13年度  平成14年度  

特

　

別

　

会

　
計�

対前年度�
比�

町 民 税 �

固定資産税�

特別土地保有税�

軽自動車税�

た ば こ 税 �

入 湯 税 �

計�

歳出�
�

民生費  18億8,715（19.6％）�

�

農林水産業費�
17億7,884（18.4％）�
�

教育費�
12億2,332（12.7％）�

土木費  �
8億7,050（9.0％）�
�

公債�
8億6,892�
（9.0％）�

衛生費�
7億3,635�
（7.6％）�
�

消防費 4億8,173�
         （5.0％）�

商工費 2億6,639（2.8％）�

�

議会費 1億5,231（1.6％）�

�
予備費  1,000（0.1％）�

�
災害復旧費  700（0.1％）�

�

歳入�
�

地方交付税�

�

町税�
21億4,567�
 （22.2％)�
�
�

町  債�
8億3,740（8.7％）�

�

�

使用料及び�
手数料�
3億7,285（3.9％）�
�

国庫支出金�
3億4,888�
（3.6％）�
�
�

諸  収  入  �
2億7,722（2.9％）�

分担金及び負担金  2億6,351（2.7％）�
�
� 地方消費税交付金  2億1,100（2.2％）�

�

�

県支出金�
7億3,366�
   （7.6％）�
�

地方譲与税  2億2,700（2.4％）�

その他  6億2,284（6.4％） 

（37.4％）�

96億5千万円�

96億5千万円�

36億1,000

（単位：万円）�

（単位：万円）�



⑸

平成14年度の主な事業�

２億７，３４５万円�

１億１，３３６万円�

１億３，５９２万円�

�

�

３，６６４万円�

６６５万円�

１７億９，９００万円�

１，５１７万円�

１，５８２万円�

３億６，８４１万円�

�

�

２，９５４万円�

４，７３７万円�

９１０万円�

�

�

１億８，３１６万円�

７０３万円�

２９４万円�

�

�

�

１億２，５００万円�

４７２万円�

２９３万円�

　　　２０４万円�

１，７１２万円�

�

�

７，８７０万円�

３，０１５万円�

７，０２２万円�

１，８５０万円�

３，７２６万円�

２億０，７４１万円�

１，０５８万円�

岩間・八郷線道路整備事業

片野・下青柳線道路整備事業

一般町道整備事業

防災まちづくり事業

交通安全施設整備事業

下水道事業

合併処理浄化槽設置事業

公衆便所新設事業

新治地方広域事務組合消防負担金

予防接種事業

老人保健事業

母子保健事業

介護保険事業負担金

シルバー人材センター支援事業

放課後児童保育事業

中央公民館改修事業

インターネット導入事業

生涯学習推進事業

情報通信技術講習推進事業

ふるさとコミュニティーセンター整備事業

団体営ふるさと農道緊急整備事業

棚田地域等緊急保全対策事業　

林道開設事業

いばらきの野菜産地強化総合対策事業

ふるさと創造事業

畜産環境保全施設整備事業

商工振興事業

岩間・八郷線の設計・用地・物件補償と改良工事です。　�

町道１０９号線の道路改良工事です。　　　　　　�

一般町道の道路改良工事です。�

�

�

防火水槽の整備と、小型動力ポンプ積載車の更新をします。　�

カーブミラー等の交通安全施設を整備します。　　　　　　　　�

下水道施設の管渠や処理場などを整備します。�

合併処理浄化槽の設置者への補助金です。�

役場駐車場を利用される人達のためにトイレを設置します。�

新治地方広域事務組合への負担金です。　�

�

�

疾病の発生や蔓延を予防するため各種予防接種を実施します。�

生活習慣病の早期発見や健康相談など保健事業を行います。�

妊婦・乳幼児の健康診断や子育て相談等を実施します。�

�

�

介護保険事業の負担金です。�

高齢者の生きがい対策と社会参加の支援をします。�

小学校1～3年生を対象に園部地区コミュニティーセンターで�

健全保育と、子育て支援を図ります。�

�

　�

冷暖房施設及び音響機器の改修工事です。�

児童・生徒の情報教育の推進を図ります。�

町づくりを推進するための組織活動、自主事業等への補助です。�

ＩＴ基礎技能の講座開催。　　　　　　�

ふるさとコミュニティーセンター建設の補助金です。�

�

�

上林地区の車道及び歩道の整備です。　　　　　　　　　　　�

上青柳地区の農道改良舗装工事です。　　　　　　　　　　　�

林道太田・大増線と半田線の開設工事です。　　    　　　　�

野菜農家へのハウスと養液土構システムの補助です。　　　　�

地域資源を活し世代間交流や都市住民との交流を図る施設。　　　�

畜産農家の家畜糞尿施設への整備補助です。　　　　　　　　�

商工振興のための各種補助金です。　　　　　　　　　　　　�

調和のとれた魅力あるまちづくり

安全で快適な環境のあるまちづくり

生涯を健やかに過ごせるまちづくり

心のふれあいとおもいやりのあるまちづくり

人々がいきいきと交流するまちづくり

豊かで活力に満ちたまちづくり



⑹

　
　
　
　

　
四
月
一
日
以
降
町
の
行
政
組
織
が

上
の
図
の
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
　

　
今
回
の
機
構
改
革
は
、
町
民
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
と
、
下
水
道
事
業
の
推

進
を
は
じ
め
と
す
る
主
要
課
題
へ
の

対
応
を
よ
り
強
化
す
る
た
め
に
行
う

も
の
で
、
よ
り
効
率
的
な
組
織
体
制

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
　
　
　

今
回
の
機
構
改
革
の
あ
ら
ま
し
は
次

の
と
お
り
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　

下
水
道
課
と
保
健
衛
生
課
を
新
設
し

ま
し
た
。
下
水
道
課
は
、
本
年
十
月

の
供
用
開
始
に
向
け
、
管
理
係
と
整

備
係
の
二
係
を
置
き
新
設
さ
れ
ま
し

た
。

　
保
健
衛
生
課
は
、
今
ま
で
保
健
福

祉
課
に
あ
っ
た
保
健
予
防
係
と
、
都

市
計
画
課
に
あ
っ
た
環
境
保
全
係
を

保
健
衛
生
課
に
置
く
と
と
も
に
、
保

健
セ
ン
タ
ー
の
管
理
運
営
も
保
健
福

祉
課
か
ら
移
行
し
新
設
さ
れ
ま
し

た
。
　
　
　
　
　
　
　
　

　
農
林
施
設
課
と
都
市
計
画
課
を
廃

止
し
、
農
林
施
設
課
の
土
地
改
良
係

と
林
務
係
は
農
政
課
に
移
行
し
ま
し

た
。
都
市
計
画
課
の
都
市
計
画
係
は

企
画
課
に
移
行
し
ま
し
た
。
（
建
築

基
準
法
に
関
す
る
事
務
は
建
設
課
の

管
理
係
へ
）　

4
月
1
日
か
ら
町
の
組
織
が
変
わ
り
ま
し
た

左
の
組
織
図
は
、
各
係
の
主
な
担
当
業
務
を
示
し
た
も
の
で
す
。�

役場組織図�

秘
書
広
聴
係

職
員
係

広
報
係

行
政
係

財
政
係

文
書
法
制
係

防
災
交
通
係

出
張
所
（
２
）

企
画
調
整
係

都
市
計
画
係

管
財
係

契
約
検
査
係

町
民
税
係

資
産
税
係

住
民
係

戸
籍
係

社
会
福
祉
係

児
童
福
祉
係

地
域
改
善
対
策
係

保
育
所

環
境
保
全
係

保
健
予
防
係

保
健
セ
ン
タ
ー

国
保
年
金
係

�

秘
書
広
聴
課�

���

総
務
課�

��

企
画
課�

�

管
財
課�

�

税
務
課�

�

住
民
課�

��

福
祉
課�

��

保
健
衛
生
課�

���

秘
書
・
請
願
・
陳
情
・
町
民
参
加
の
行
政
推
進

職
員
の
人
事
・
給
与

広
報
活
動
・
広
報
紙
の
発
行

議
会
及
び
行
政
一
般
・
選
挙
・
監
査
・
行
政
区

予
算
・
財
政
計
画

文
書
収
受
・
法
令
審
査

消
防
防
災
・
交
通
安
全
・
県
民
交
通
災
害

町
税
・
そ
の
他
の
徴
収

町
総
合
計
画
・
広
域
行
政
・
各
種
統
計
調
査

都
市
計
画
・
特
定
開
発
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
対
策

公
有
財
産
の
取
得
・
管
理

町
発
注
の
工
事
全
般
の
契
約
事
務
・
竣
工
検
査

町
県
民
税
・
軽
自
動
車
税
の
賦
課
・
徴
収
・
税
務
関
係
諸
証
明
の
交
付

固
定
資
産
税
の
賦
課
・
徴
収

各
種
届
出
書
の
受
付
及
び
諸
証
明
の
交
付

戸
籍
及
び
住
民
基
本
台
帳
の
編
成
・
自
衛
官
募
集
事
務

民
生
委
員
・
高
齢
者
福
祉
・
生
活
保
護
・
障
害
者
福
祉
・
戦
没
者
遺
族

保
育
所
・
児
童
手
当
・
児
童
相
談
・
学
童
保
育
・
母
子
寡
婦

地
域
改
善
対
策
・
人
権
擁
護
・
更
生
保
護

児
童
の
保
育

公
害
対
策
・
廃
棄
物
処
理
・
消
費
者
行
政
・
墓
地
及
び
火
葬
場

各
種
検
診
・
母
子
保
健
・
保
健
指
導
・
栄
養
指
導
・
狂
犬
病
予
防

保
健
セ
ン
タ
ー
の
管
理
運
営

国
保
税
及
び
介
護
保
険
料
の
賦
課
徴
収
・
国
保
給
付
・
国
民
年
金

町
　
長
　
　
　
　
　
　
助
役�

行
政
組
織
機
構
改
革�



　
ま
た
、
係
の
移
行
に
と
も
な
い
企

画
開
発
課
を
企
画
課
に
、
財
務
課
を

管
財
課
に
、
保
健
福
祉
課
を
福
祉
課

に
、
国
保
年
金
課
を
国
保
医
療
課
に

そ
れ
ぞ
れ
課
名
を
変
更
し
ま
し
た
。

　
財
務
課
に
あ
っ
た
財
政
係
は
、
総

務
課
へ
移
行
し
ま
し
た
。
　
　
　
　

　
国
保
年
金
課
に
あ
っ
た
国
民
年
金

係
は
、
機
関
委
任
事
務
で
あ
っ
た
年

金
事
務
が
国
の
事
務
と
さ
れ
た
こ
と

で
、
国
民
年
金
係
を
廃
止
し
、
国
保

医
療
課
の
国
保
年
金
係
に
移
行
し
ま

し
た
。
　�

　
住
民
課
の
記
録
係
は
戸
籍
係
に
係

名
を
変
更
し
ま
し
た
。�

　
な
お
、
生
涯
学
習
課
は
、
事
務
所

が
役
場
二
階
か
ら
、
中
央
公
民
館
一

階
へ
移
り
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　�

⑺

収
入
役�

水
道
事
業
管
理
者 �

���

教
育
委
員
会
　 

教
育
長
　 

教
育
次
長�

�����

議
　
会�

農
業
委
員
会�

選
挙
管
理
委
員
会�

監
査
委
員    �

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会�

�

産
業
文
化
事
業
団�

医
療
福
祉
・
医
療
請
求
・
受
給
者
証
の
交
付�

農
業
の
振
興
・
農
業
振
興
計
画
・
狩
猟
・
農
作
物
災
害
対
策�

園
芸
・
畜
産
の
振
興
・
家
畜
伝
染
病
の
防
疫�

土
地
改
良
・
農
道
・
農
業
用
施
設
の
管
理
・
石
岡
台
地
・
霞
ヶ
浦
用
水�

林
業
の
振
興
・
林
道
開
発
及
び
管
理
・
林
業
特
産
物�

地
積
調
査
・
登
記�

商
工
業
の
振
興
・
商
工
労
働
者
の
雇
用
促
進�

観
光
・
産
業
文
化
事
業
団
・
関
係
団
体
の
育
成
指
導�

土
木
財
産
の
管
理
・
町
営
住
宅
・
建
築
確
認�

道
路
・
橋
梁
の
新
設
改
良�

道
路
の
舗
装
及
び
補
修
・
災
害
復
旧
・
排
水
整
備�

公
共
下
水
道
の
管
理
・
農
業
集
落
排
水
事
業
の
管
理�

下
水
道
施
設
の
整
備�

予
算
の
収
支
及
び
決
算
・
現
金
の
出
納
及
び
保
管�

会
計
事
務
・
工
事
契
約
・
給
水
装
置
工
事
申
込
み
受
付�

建
設
及
び
拡
張
・
改
良
計
画
・
施
設
の
維
持
管
理�

教
育
予
算
の
編
成
・
教
育
財
産
の
管
理�

学
級
編
成
・
学
校
の
管
理
・
学
校
保
健�

生
涯
学
習
事
業
の
推
進
・
青
少
年
の
健
全
育
成�

文
化
活
動
の
推
進
・
文
化
財
の
保
護
・
町
史
編
さ
ん�

社
会
体
育
全
般
の
企
画
・
推
進�

総
合
運
動
公
園
の
管
理�

施
設
の
管
理
営
繕
・
物
資
の
購
入
・
検
収�

献
立
作
成
・
調
理�

高
齢
者
学
級
・
各
種
講
座
・
地
区
館
連
絡
調
整�

議
会
の
議
事
・
庶
務
・
調
査�

委
員
会
に
関
す
る
事
務
・
農
業
者
年
金
・
結
婚
相
談�

�

医
療
福
祉
係�

農
政
係�

農
産
係�

土
地
改
良
係�

林
務
係�

地
籍
係�

商
工
係�

観
光
係�

管
理
係�

改
良
係�

舗
装
係�

管
理
係�

整
備
係�

会
計
係�

経
理
係�

業
務
係�

総
務
係�

学
校
教
育
係�

生
涯
学
習
係�

文
化
行
政
係�

社
会
体
育
係�

総
合
運
動
公
園�

管
理
係�

調
理
係�

公
民
館
係�

事
務
局�

事
務
局�

総
務
課
行
政
係�

総
務
課
行
政
係�

総
務
課
行
政
係�

�

���

農
政
課�

��

商
工
観
光
課�

�

建
設
課�

�

下
水
道
課�

会
計
課�

水
道
課�

�
学
校
教
育
課�

�

生
涯
学
習
課�

��

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー�

中
央
公
民
館�

議
会
事
務
局�

農
業
委
員
会
事
務
局�

���

国
民
宿
舎
つ
く
ば
ね�

フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク�

ふ
れ
あ
い
の
森�

�

国
保
医
療
課�

・
・�



�������������

　
現
在
、
が
ん
、
心
臓
病
、
脳
卒
中
の

三
つ
の
疾
患
を
合
わ
せ
る
と
、
日
本
人

の
死
亡
原
因
全
体
の
六
割
を
占
め
て
い

ま
す
。
ま
た
、
日
本
で
治
療
を
受
け
て

い
る
患
者
の
う
ち
、
高
血
圧
、
糖
尿
病
、�

�����������

が
ん
、
心
疾
患
、
脳
卒
中
で
治
療
を
受�

け
て
い
る
人
は
、
約
一
千
五
百
万
人
に

も
の
ぼ
り
ま
す
。�

　
こ
れ
ら
の
疾
患
は
生
活
習
慣
病
と
呼

ば
れ
、
食
生
活
、
身
体
活
動
、
ア
ル
コ

ー
ル
、
た
ば
こ
と
い
っ
た
生
活
習
慣
病

と
密
接
な
関
係
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た

め
、「
健
康
日
本
21
」
で
は
生

活
習
慣
病
（
糖
尿
病
、
循
環

器
病
、
が
ん
）
や
生
活
習
慣

（
栄
養
・
食
生
活
、
身
体
活

動
・
運
動
、
た
ば
こ
、
ア
ル

コ
ー
ル
）
を
重
要
課
題
と
し

て
七
項
目
を
選
択
し
ま
し

た
。
こ
の
ほ
か
、
「
生
活
の

質
」
を
考
え
る
と
、
精
神
疾

患
や
口
腔
疾
患
な
ど
も
大
き

な
健
康
課
題
と
な
る
た

め
、「
休
養
・
心
の
健
康
づ
く

り
」
と
「
歯
の
健
康
」
を
加

え
九
分
野
に
な
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
こ
れ
ら
の
分
野
で

七
十
項
目
に
わ
た
り
目
標
値�

�����

を
設
定
し
て
い
ま
す
。�

���

　
具
体
例
と
し
ま
し
て
は
、�

★
食
塩
摂
取
量
の
減
少
（
成
人
）
現
状

一
三
・
五
㌘
↓
二
〇
一
〇
年
一
〇
㌘�

★
日
常
生
活
に
お
け
る
歩
数
の
増
加
　

男
性
現
状
八
、
二
〇
二
歩
↓
二
〇
一
〇

年
九
、
二
〇
〇
歩
　
女
性
現
状
七
、
二

八
二
歩
↓
二
〇
一
〇
年 

八
、
三
〇
〇
歩

★
野
菜
の
摂
取
量
の
増
加
（
成
人
）
現

状
二
九
二
㌘
↓
二
〇
一
〇
年
三
五
〇
㌘

以
上
　
★
カ
ル
シ
ウ
ム
に
富
む
食
品
の

摂
取
量
の
増
加（
一
日
当
た
り
の
平
均
）

牛
乳
・
乳
製
品
　
現
状
一
〇
七
㌘
↓
二

〇
一
〇
年
一
三
〇
㌘
以
上
　
豆
類
　
現

状
七
六
㌘
↓
二
〇
一
〇
年
一
〇
〇
㌘
以

上
　
緑
黄
色
野
菜
　
現
状
九
八
㌘
↓
二

〇
一
〇
年
一
二
〇
㌘
以
上
な
ど
で
す
。�

　
ま
た
、
生
活
習
慣
病
の
改
善
に
よ
り

二
〇
一
〇
年
に
は
次
の
と
お
り
減
少
が

見
込
ま
れ
ま
す
。�

・
心
臓
病
　
男
性
約
二
十
五
％
減
少
、

　
　
　
　
　
女
性
約
十
五
％
減
少�

・
脳
卒
中
　
男
性
約
三
十
％
減
少
、�

　
　
　
　
　
女
性
約
十
五
％
減
少�

・
糖
尿
病
　
約
七
％
減
少�

����������

　
町
で
は
、
疾
病
予
防
事
業
の
一
環�

と
し
て
国
民
健
康
保
険
加
入
者
の
三 �

十
歳
以
上
を
対
象
に「
人
間
ド
ッ
ク
」

の
補
助
を
し
て
い
ま
す
。
補
助
額
は

今
年
度
か
ら
二
千
円
ア
ッ
プ
し
て
二

万
二
千
円
（
一
件
当
た
り
）
に
な
り

ま
し
た
。
ま
た
、
脳
ド
ッ
ク
の
補
助

も
二
千
円
ア
ッ
プ
し
て
二
万
五
千
円

に
な
り
ま
し
た
。�

　
ド
ッ
ク
の
指
定
医
療
機
関
、
利
用�

料
金
等
は
次
の
と
お
り
で
す
。�

◎
指
定
医
療
機
関
名�

○
石
岡
市
医
師
会
病
院�

○
豊
後
荘
病
院 �

○
土
浦
協
同
病
院�

　
こ
の
三
病
院
で
は
「
日
帰
り
人
間�

ド
ッ
ク
」
が
受
診
で
き
ま
す
。
受
診�

費
用
は
医
師
会
と
豊
後
荘
病
院
が
三 �

万
六
千
七
百
五
十
円
、
協
同
病
院
が�

三
万
七
千
八
百
円
で
す
。
い
ず
れ
の�

補
助
金
も
定
額
二
万
二
千
円
。
受
診 �

者
負
担
額
は
医
師
会
と
豊
後
荘
病
院 �

が
一
万
四
千
七
百
五
十
円
、
協
同
病 �

�

�

院
が
一
万
五
千
八
百
円
に
な
り
ま
す
。�

○
つ
く
ば
総
合
健
診
セ
ン
タ
ー
（
つ

く
ば
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
）�

　
同
健
診
セ
ン
タ
ー
で
は
「
日
帰
り�

人
間
ド
ッ
ク
」
と
「
脳
ド
ッ
ク
」
が�

受
診
で
き
ま
す
。
受
診
費
用
は
「
人 �

間
ド
ッ
ク
」
が
三
万
八
千
八
百
五
十�

円
。
そ
の
う
ち
町
補
助
金
が
定
額
二 �

万
二
千
円
、
受
診
者
負
担
額
は
一
万�

六
千
八
百
五
十
円
で
す
。
「
脳
ド
ッ �

ク
」
の
受
診
費
用
は
五
万
二
千
五
百�

円
。
そ
の
う
ち
町
補
助
金
が
定
額
二�

万
七
千
円
、
受
診
者
負
担
額
は
二
万�

五
千
五
百
円
に
な
り
ま
す
。 �

◎
受
診
申
込 �

　
あ
ら
か
じ
め
国
保
医
療
課
に
申
し �

込
み
、
町
発
行
の
受
診
券
を
希
望
す�

る
医
療
機
関
に
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。�

　
い
ず
れ
の
ド
ッ
ク
も
補
助
金
の
該 �

当
は
年
に
一
回
だ
け
で
す
。�

◎
人
間
ド
ッ
ク
検
査
項
目�

　
ど
の
指
定
医
療
機
関
で
も
同
じ
よ �

う
な
検
査
項
目
で
す
が
、
問
診
、
身 �

体
計
測
、
貧
血
、
血
清
、
呼
吸
器
、�

循
環
器
、
消
化
器
、
生
化
学
、
糖
尿�

病
検
査
、
整
形
外
科
、
耳
鼻
科
、
眼 �

科
な
ど
で
す
。
最
後
に
総
合
判
定
と�

な
る
医
師
の
面
接
が
あ
り
ま
す
。�

　
な
お
、
十
三
年
度
に
受
診
し
た
方�

は
八
十
四
人
で
す
。�

⑻

ドックの補助
2,000円アップ

二
十
一
世
紀
の
健
康
づ
く
り
運
動�

　
新
し
い
健
康
づ
く
り
の
運
動
で
あ
る
「
健
康
日
本
21
」
。
こ
の
運
動

は
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
「
健
康
長
寿
」
を
実
現
し
、
実
り
豊
か
な
人

生
を
ま
っ
と
う
す
る
た
め
の
道
標
と
い
え
る
も
の
で
す
。
み
な
さ
ん
も

積
極
的
に
主
体
的
努
力
に
よ
る
こ
の
健
康
づ
く
り
運
動
に
参
加
し
て
く

だ
さ
い
。�

9
分
野
70
項
目
で
目
標
設
定

運
動
と
食
事
に
気
を
付

け
よ
う

昨年のウォーキング大会は220人が参加。入念な準備�
体操後スタートしました。�

こ
く
ほ�

�



　
　
　�

�
四
月
一
日
付
　
　
（
　
）
内
は
旧
所
属

【
総
務
課
】
▽
課
長
補
佐
兼
行
政
係
長

大
村
義
夫
（
財
務
課
）
▽
財
政
係
長
古

内
勝
人
（
同
）
▽
防
災
交
通
係
長
谷
仲

幸
造
（
農
政
課
）
▽
主
査
高
野
和
子

（
財
務
課
）
▽
主
事
飯
塚
裕
一
（
都
市

計
画
課
）
▽
主
事
鈴
木
俊
彦（
税
務
課
）

【
秘
書
広
聴
課
】
▽
課
長
補
佐
兼
職
員

係
長
松
崎
守
男
（
同
課
）
▽
秘
書
広
聴

係
長
前
沢
洋
一
（
国
保
年
金
課
）
▽
主

査
宇
田
は
つ
子
（
財
務
課
）【
企
画
課
】

▽
課
長
大
久
保
正
見
（
農
林
施
設
課
）

▽
課
長
補
佐
兼
都
市
計
画
係
長
大
図
哲

雄
（
企
画
開
発
課
）
▽
企
画
調
整
係
長

上
曽
宗
則（
都
市
計
画
課
）▽
主
査
鈴
木

や
い
子（
企
画
開
発
課
）▽
主
査
島
田
美

智
男（
同
）
▽
主
事
鈴
木
俊
郎（
同
）
▽

主
事
木
崎
憲
一（
同
）
【
管
財
課
】
▽
課

長
海
東
慎
行
（
財
務
課
）
▽
課
長
補
佐

兼
管
財
係
長
岡
崎
喜
一
（
同
）
▽
契
約

検
査
係
長
吉
川
隆
（
企
画
開
発
課
）
▽

主
査
桜
井
俊
充（

財
務
課
）
▽
主
査
菱

沼
茂
雄
（
同
）▽
主
査
田
上
幸
子
（
学
校

教
育
課
）
▽
主
幹
飯
田
修
久（
財
務
課
）

【
税
務
課
】
▽
課
長
杉
田
吉
行
（
総
務

課
）
▽
主
幹
小
河
原
貞
子
（
学
校
給
食

セ
ン
タ
ー
）
【
住
民
課
】
▽
課
長
高
橋

久
（
秘
書
広
聴
課
）
▽
課
長
補
佐
兼
戸

籍
係
長
冨
田
雅
博
（
同
課
）
▽
主
査
須

藤
和
子
（
建
設
課
）
【
福
祉
課
】
▽
課

長
久
保
田
哲
夫
（
保
健
福
祉
課
）
▽
課

長
補
佐
兼
地
域
改
善
対
策
係
長
小
松
崎

安
代
（
同
）
▽
社
会
福
祉
係
長
市
村
明

（
総
務
課
）
▽
児
童
福
祉
係
長
森
正
美

（
中
央
公
民
館
）
▽
主
査
兼
運
転
手
植

木
信
夫
（
保
健
福
祉
課
）
▽
主
査
菱

沼
喜
代
子
（
同
）
▽
主
査
藤
岡
は
つ

江（
同
）
▽
主
査
菊
地
貞
子（
同
）
▽
主

査
岡
崎
喜
美
子
（
総
務
課
）
▽
主
事
今

橋
輝
雄
（
保
健
福
祉
課
）
▽
主
事
野

村
玲
子
（
同
）
▽
主
事
市
村
利
明
（
同
）

【
国
保
医
療
課
】
▽
課
長
鈴
木
孝
夫

（
恋
瀬
保
育
所
）
▽
課
長
補
佐
兼
国
保

年
金
係
長
岡
野
孝
男
（
国
保
年
金
課
）

▽
医
療
福
祉
係
長
飯
島
岩
夫
（
同
）
▽

主
査
茂
垣
一
枝
（
同
）
▽
主
査
長
戸
宣

子
（
同
）
▽
主
査
森
田
孝
子
（
同
）
▽

主
査
綿
引
育
子
（
同
）
▽
主
幹
広
瀬
隆

晶
（
同
）
▽
主
事
野
口
健
市
（
同
）
▽

主
事
木
村
健
一
（
同
）
▽
主
事
櫻
井
佳

恵
（
同
）
▽
主
事
鈴
木
加
代
子
（
同
）

▽
主
事
塚
田
光
典
（
同
）
▽
主
事
飯
田

昭
憲
（
同
）
【
保
健
衛
生
課
】
▽
課
長

小
松
崎
芳
夫
（
住
民
課
）
▽
課
長
補
佐

兼
保
健
予
防
係
長
飯
田
君
子
（
保
健
福

祉
課
）
▽
環
境
保
全
係
長
武
熊
俊
夫

（
都
市
計
画
課
）
▽
主
査
荒
井
利
枝

（
保
健
福
祉
課
）
▽
主
査
兼
保
健
師
笹

嶋
洋
子
（
同
）
▽
主
査
兼
保
健
師
宮
城

幸
子
（
同
）
▽
主
査
木
村
し
づ
江
（
葦

穂
保
育
所
）
▽
主
幹
額
賀
和
夫
（
保
健

福
祉
課
）
▽
主
幹
荒
井
弘
一
（
農
政

課
）
▽
主
幹
桜
井
浩
司
（
都
市
計
画

課
）
▽
主
幹
兼
歯
科
衛
生
指
導
員
白
田

静
江
（
保
健
福
祉
課
）
▽
主
幹
兼
保
健

師
渡
辺
睦
美
（
同
）
▽
主
幹
兼
栄
養
士

飯
田
博
子
（
同
）
▽
保
健
師
�
原
久
美

子
（
同
）
▽
保
健
師
吉
田
貴
子
（
同
）

▽
保
健
師
高
橋
幸
（
同
）
【
農
政
課
】

▽
課
長
岡
野
佐
工
（
ふ
れ
あ
い
の
森
）

▽
農
政
、
農
産
、
地
籍
担
当
課
長
補
佐

兼
農
政
係
長
雨
貝
和
男
（
同
課
）
▽
土

地
改
良
、
林
務
担
当
課
長
補
佐
兼
土
地

改
良
係
長
鈴
木
隆
（
農
林
施
設
課
）
▽

地
籍
係
長
吉
田
敏
一
（
生
涯
学
習
課
）

▽
林
務
係
長
久
保
田
正
美
（
農
林
施
設

課
）
▽
農
産
係
長
小
松
崎
信
彦
（
都
市

計
画
課
）
▽
主
査
友
常
豊
行
（
農
林
施

設
課
）
▽
主
査
内
田
満
（
み
な
み
農
業

共
済
）
▽
主
幹
萩
原
勇
（
農
林
施
設

課
）
▽
主
幹
柴
山
伊
佐
夫
（
同
）
▽
主

幹
川
井
正
和
（
み
な
み
農
業
共
済
）
▽

主
事
萩
原
信
明
（
農
林
施
設
課
）
▽
主

事
塚
田
智
之
（
同
）
【
産
業
文
化
事
業

団
】
▽
つ
く
ば
ね
支
配
人
甲
一
郎
（
フ

ラ
ワ
ー
パ
ー
ク
）
▽
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク

事
業
課
長
櫻
井
正
夫
（
農
政
課
）
▽
ふ

れ
あ
い
の
森
所
長
以
後
崎
隆
（
保
健
福

祉
課
）
【
建
設
課
】
▽
主
査
中
嶋
多
美

子
（
農
林
施
設
課
）
▽
主
幹
嶋
田
勉

（
水
道
課
）
【
下
水
道
課
】
▽
課
長
市

村
章
二
（
都
市
計
画
課
）
▽
課
長
補
佐

兼
管
理
係
長
臼
井
俊
（
財
務
課
）
▽
整

備
係
長
小
松
崎
隆
雄
（
農
政
課
）
▽
主

査
平
百
代
（
都
市
計
画
課
）
▽
主
査
大

関
浩
二
（
同
）
▽
主
幹
仲
野
谷
昭
浩

（
同
）
▽
主
幹
吉
田
昌
司
（
農
政
課
）

▽
主
幹
武
熊
孝
子
（
国
保
年
金
課
）
▽

主
事
岩
渕
一
広
（
都
市
計
画
課
）
▽
主

事
大
久
保
和
夫
（
同
）
▽
主
事
鈴
木
麻

里
（
同
）
【
会
計
課
】
▽
主
査
岡
田
恵

子
（
住
民
課
）
【
農
業
委
員
会
】
▽
事

務
局
長
補
佐
兼
係
長
黒
崎
輝
夫
（
保
健

福
祉
課
）
【
学
校
教
育
課
】
▽
学
校
教

育
係
長
嶋
田
行
正
（
財
務
課
）
▽
主
査

福
田
美
佐
子
（
秘
書
広
聴
課
）
【
生
涯

学
習
課
】
▽
課
長
広
瀬
孝
行
（
同
課
）

▽
課
長
補
佐
兼
生
涯
学
習
係
長
高
野
喜

市
郎
（
保
健
福
祉
課
）
▽
社
会
体
育
係

長
藤
岡
直
子
（
同
）
【
中
央
公
民
館
】

▽
館
長
村
田
寛
（
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク
）

▽
公
民
館
係
長
足
立
裕
路
（
総
務
課
）

【
水
道
課
】
▽
主
幹
広
瀬
重
樹
（
都
市

計
画
課
）
【
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
】
▽

所
長
補
佐
兼
管
理
係
長
助
川
時
男
（
農

業
委
員
会
）
【
み
な
み
保
育
所
】
▽
所

長
君
山
孝
道
（
生
涯
学
習
課
）
▽
保
育

士
松
川
右
子
（
恋
瀬
保
育
所
）
【
葦
穂

保
育
所
】
▽
主
任
保
育
士
高
橋
道
子

（
園
部
保
育
所
）
【
恋
瀬
保
育
所
】

▽
所
長
平
栄
（
税
務
課
）
【
瓦
会
保
育

所
】
▽
調
理
師
高
橋
良
子
（
学
校
給
食

セ
ン
タ
ー
）
【
園
部
保
育
所
】
▽
主
任

保
育
士
西
村
の
り
子
（
葦
穂
保
育
所
）

▽
主
査
兼
保
育
士
友
部
文
子
（
恋
瀬
保

育
所
）
▽
主
査
兼
保
育
士
石
川
町
子

（
瓦
会
保
育
所
）
▽
主
査
兼
保
育
士
羽

生
喜
美
子
（
林
保
育
所
）
▽
主
幹
田
上

恵
美
子
（
林
保
育
所
）
▽
保
育
士
長
谷

川
和
明（
税
務
課
）
【
林
保
育
所
】▽
調

理
師
小
林
和
子（
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
）

【
新
治
地
方
広
域
事
務
組
合
へ
派
遣
】�

　
　
　
　
　
　
　
（
　
）
内
は
現
所
属�

▽
小
林
敏
夫
（
福
祉
課
）
▽
横
田
由
紀

（
同
）
▽
豊
崎
共
子
（
保
健
衛
生
課
）

【
人
事
交
流
職
員
関
係
】
　
　
　�

他
町
村
へ
　
　
　
（
　
）
内
は
旧
所
属

▽
千
代
田
町
・
主
事
野
村
栄
貴
（
税
務

課
）
▽
新
治
村
・
主
事
鬼
沢
将
隆
（
農

政
課
）
▽
玉
里
村
・
主
事
細
谷
和
彦

（
建
設
課
）
▽
霞
ヶ
浦
町
・
主
査
兼
保

育
士
野
口
美
智
子
（
園
部
保
育
所
）
　

他
町
村
か
ら
　
　
（
　
）
内
は
配
属
先

▽
霞
ヶ
浦
町
・
主
幹
中
泉
栄
一
（
農
政

課
）
▽
玉
里
村
・
主
事
菅
澤
和
則
（
建

設
課
）
▽
新
治
村
・
主
幹
田
中
俊
雄

（
税
務
課
）
▽
千
代
田
町
・
保
育
士
嶋

田
洋
子
（
み
な
み
保
育
所
）�

【
新
採
】
四
月
一
日
付
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
（
　
）
内
は
配
属
先

▽
清
水
は
る
な
（
総
務
課
）
▽
大
山
美

徳
（
企
画
課
）
▽
土
師
健
弘
（
管
財
課
）

▽
永
井
明
博（
税
務
課
）
▽
冨
田
孝（
下

水
道
課
）
▽
小
林
園
子
（
柿
岡
保
育

所
）
▽
田
山
沙
織
（
み
な
み
保
育
所
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　�

【
退
職
】
三
月
三
十
一
日
付
　
　
　
　

▽
滝
田
国
雄
（
企
画
開
発
課
長
）
▽
臼

井
忠
雄
（
国
保
年
金
課
長
）
▽
菱
沼
秀

雄
（
み
な
み
保
育
所
長
）
▽
前
島
昭
一

（
都
市
計
画
課
長
）
▽
斉
藤
輝
男
（
中

央
公
民
館
長
）
▽
大
塚
利
子
（
園
部
保

育
所
主
査
）
▽
中
島
マ
サ
（
学
校
給
食

セ
ン
タ
ー
調
理
師
）
▽
高
岡
八
重
子

（
林
保
育
所
用
務
手
）
▽
滝
田
利
江

（
会
計
課
主
査
）
▽
相
澤
き
み
子
（
学

校
教
育
課
係
長
）
▽
海
老
沢
菊
枝
（
瓦

会
保
育
所
主
査
）
　�

⑼

職
員
定
期
異
動�



����������

　
本
年
度
は
標
記
の
教
育
は
　
今
　
と

い
う
テ
ー
マ
で
「
学
校
教
育
」
「
家
庭

教
育
」
「
社
会
教
育
」
な
ど
を
取
り
上

げ
、
皆
さ
ん
と
一
緒
に
考
え
て
み
た
い

と
思
い
ま
す
。�

　
早
速
で
す
が
、
広
報
や
さ
と
二
月
号

の
特
集
で
「
は
じ
ま
り
ま
す
。
完
全
学

校
週
五
日
制
」
が
紹
介
さ
れ
、
各
メ
デ

ィ
ア
も
報
道
し
て
い
る
こ
と
か
ら
関
心

の
大
き
さ
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。�

　
二
十
一
世
紀
に
生
き
る
子
ど
も
た
ち

に
と
っ
て
我
が
国
教
育
の
大
改
革
が
進

行
し
て
い
ま
す
が
週
五
日
制
も
そ
の
一

環
な
の
で
す
。�

　
な
ん
で
も
そ
う
で
す
が
、
改
革
の
と

き
は
不
安
と
期
待
と
が
入
り
混
じ
っ
て

賛
否
両
論
が
つ
き
も
の
で
す
。�

　
週
六
日
制
か
ら
週
五
日
制
へ
の
変
更

は
な
に
せ
我
が
国
近
代
教
育
百
三
十
年

ぶ
り
の
改
革
で
す
か
ら
・
・
・
。�

完
全
学
校
週
五
日
制
の
「
完
全
」
と
は�

　
こ
れ
ま
で
の
教
育
制
度
の
中
で
の
授

業
日
は
、
月
曜
日
か
ら
土
曜
日
ま
で
の

六
日
制
で
し
た
が
、
こ
の
四
月
か
ら
完

全
に
五
日
制
に
な
っ
た
の
で
文
字
の
通

り
解
釈
す
れ
ば
よ
い
の
で
す
。
こ
の

「
完
全
」
に
な
る
ま
で
は
十
年
の
経
過

措
置
が
あ
り
ま
し
た
。�

　
そ
れ
は
、
平
成
四
年
九
月
の
第
二
土

曜
日
か
ら
毎
月
一
回
土
曜
日
が
、
次
い

で
、
七
年
四
月
か
ら
は
第
二
・
四
土
曜

日
が
、
そ
し
て
本
年
四
月
か
ら
全
部
の

土
曜
日
が
休
業
日
と
な
っ
た
の
で
、
完

全
学
校
週
五
日
制
と
い
う
わ
け
で
す
。�

保
護
者
の
戸
惑
い�

　
毎
週
土
曜
日
が
休
業
日
に
な
る
と
い

う
こ
と
は
、
授
業
時
数
が
減
る
わ
け
で

す
か
ら
一
般
的
に
は
学
力
が
低
下
す
る

の
で
は
な
い
か
と
い
う
と
ら
え
方
も
考

え
ら
れ
る
の
で
保
護
者
の
方
に
と
っ
て

み
れ
ば
心
配
す
る
の
も
や
む
を
え
な
い

と
思
い
ま
す
。�

　
特
に
、
学
校
が
変
わ
る
・
三
割
削
減

で
大
丈
夫
？
・
総
合
学
習
っ
て
？
な
ど

マ
ス
コ
ミ
が
騒
ぎ
た
て
る
の
で
関
係
者

の
皆
さ
ん
が
迷
う
の
で
す
。�

　
し
か
し
、
学
校
は
こ
れ
ま
で
十
年
間

に
わ
た
っ
て
計
画
的
に
教
育
内
容
を
充

分
検
討
し
て
き
た
の
で
心
配
す
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。�

真
の
学
力
を
身
に
つ
け
よ
う
　
　
　
　

　
こ
れ
ま
で
は
知
識
面
の
評
価
を
指
す�

場
合
が
多
か
っ
た
の
で
す
が
、
こ
れ
か

ら
の
「
学
力
」
は
、
知
恵
と
い
う
考
え

方
に
切
り
替
わ
り
ま
す
。
学
校
で
は
こ

れ
ま
で
の
知
識
教
育
と
あ
い
ま
っ
て

「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」
の
新
設
に

よ
り
、
自
ら
学
び
自
ら
考
え
る
力
の
育�

����������������

成
に
真
剣
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。�

　
こ
の
よ
う
に
、
知
識
の
詰
め
込
み
を

少
な
く
し
て
、
ほ
ん
と
う
の
人
間
教
育

を
め
ざ
し
て
い
る
の
で
す
。�

　
加
え
て
、
知
恵
を
教
え
る
場
と
し
て

は
家
庭
が
一
番
、
地
域
が
二
番
で
す
。

　
知
識
を
使
い
こ
な
し
て
は
じ
め
て
知

恵
の
あ
る
人
間
に
な
り
ま
す
。
共
同
作

業
や
お
手
伝
い
、
予
習
・
復
習
と
い
っ

た
自
学
自
習
、
地
域
で
の
遊
び
や
少
年

団
活
動
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
が

創
造
性
を
培
う
基
礎
に
な
り
ま
す
。�

里
山
に
で
る
の
は
い
か
が�

　
八
郷
町
に
は
す
ば
ら
し
い
自
然
が
あ

り
ま
す
。
休
業
日
に
は
家
族
で
小
川
や

里
山
に
出
て
花
を
愛
で
、
山
菜
を
摘

み
、
お
に
ぎ
り
を
ほ
お
ば
り
な
が
ら
思

い
出
を
築
く
こ
と
も
よ
い
で
し
ょ
う
。�

⑽

″�″�

���������

　
歯
の
病
気
に
は
、
い
ろ
い
ろ
あ
り

ま
す
が
、
痛
み
が
な
い
か
ら
と
い
っ

て
必
ず
し
も
病
気
に
か
か
っ
て
い
な

い
訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
特
に
歯
周

炎
の
よ
う
な
疾
患
は
、
本
人
の
自
覚

が
な
い
ま
ま
に
進
行
し
て
い
る
こ
と

が
多
く
、
歯
科
医
院
に
来
ら
れ
た
時

に
は
す
で
に
重
度
の
歯
槽
膿
漏
に
か

か
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
歯

は
通
常
、
歯
槽
骨
と
い
う
歯
を
支
え

る
骨
に
よ
っ
て
囲
ま
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
骨
は
、
加
齢
と
と
も
に
少
な
く

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
が
、
骨
の
吸
収

さ
れ
て
し
ま
う
原
因
は
歯
周
炎
に
よ

る
も
の
が
ほ
と
ん
ど
と
言
え
ま
す
。�

　
歯
周
炎
は
、
歯
垢
中
の
細
菌
が
原

因
で
慢
性
あ
る
い
は
急
性
の
炎
症
、

骨
吸
収
を
起
こ
し
、
歯
が
グ
ラ
グ
ラ

と
な
っ
て
し
ま
う
病
気
で
す
。
い
っ

た
ん
歯
周
炎
に
か
か
る
と
完
治
す
る

こ
と
は
非
常
に
難
し
く
、
歯
科
医
に

よ
る
プ
ラ
ン
に
沿
っ
た
治
療
を
す
る

こ
と
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
治
療
は

歯
科
医
師
、
歯
科
衛
生
士
を
中
心
に

な
さ
れ
ま
す
が
、
治
療
が
奏
効
す
る�

���������

た
め
に
は
、
患
者
さ
ん
側
の
ハ
ミ
ガ
キ

に
よ
る
歯
垢
除
去
（
い
わ
ゆ
る
プ
ラ
ー

ク
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
）
が
不
可
欠
で
あ

り
、
あ
ら
ゆ
る
処
置
に
先
駆
け
て
行
う

必
要
性
が
あ
り
ま
す
。
ハ
ミ
ガ
キ
を
う

ま
く
行
う
こ
と
は
非
常
に
難
し
く
、
歯

科
医
院
で
指
導
を
受
け
た
こ
と
が
あ
っ

た
と
し
て
も
な
か
な
か
う
ま
く
歯
を
磨

く
こ
と
は
で
き
な
い
方
が
多
い
の
が
現

状
と
思
わ
れ
ま
す
。
特
に
歯
周
炎
が
進

行
し
た
方
に
お
い
て
は
、
歯
の
表
面
を

磨
く
の
は
も
ち
ろ
ん
歯
と
歯
の
間
、
歯

と
歯
肉
の
間
を
磨
く
こ
と
が
非
常
に
重

要
で
あ
る
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。�

　
歯
医
者
イ
コ
ー
ル
「
怖
い
」、「
痛
い
」

と
い
う
恐
怖
心
の
た
め
か
、
少
し
ぐ
ら

い
調
子
が
悪
く
て
も
歯
科
医
に
か
か
ら

な
い
方
が
多
い
と
思
わ
れ
ま
す
。
し
か

し
、
歯
の
病
気
は
な
る
べ
く
早
い
ほ
う

が
簡
単
に
治
療
で
き
、
そ
れ
だ
け
通
院

も
減
ら
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
無
症

状
に
経
過
す
る
歯
周
炎
の
予
防
の
た
め

に
も
定
期
的
な
検
診
等
の
歯
科
医
院
へ

の
受
診
を
お
勧
め
し
ま
す
。�

ハ
ミ
ガ
キ
の
重
要
性
と�

　
　
　
歯
周
病
に
つ
い
て�

�

豊
後
荘
病
院
　�

　
　
歯
科
　
西
原
一
成
医
師�

�

最
近
気

最
近
気
に
な
る
病
る
病
気�

最
近
気

最
近
気
に
な
る
病
る
病
気�

最
近
気

最
近
気
に
な
る
病
る
病
気�

新任式、始業式、入学式が同日行われました。�
“よろこびの入学式”　4月8日（月）園部小学校にて�

教育委員会生涯学習課�
社会教育指導員�

佐　藤　信　夫�

進
む
教
育
改
革
の
中
で�
教
育
は

今
　
①�

�

″�″�
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平
成
12
年
２
月
２
日
生
ま
れ�

父
　
義
典
さ
ん
　
母
　
悦
子
さ
ん�

　
家
族
か
ら
の
一
言�

　
わ
ん
ぱ
く
で
泣
き
虫
な
男
の
子
で
す
。

電
車
が
大
好
き
で
、
本
物
を
見
せ
る
と

大
喜
び
で
は
し
ゃ
ぎ
ま
す
。
普
段
は
外

で
元
気
に
遊
ん
だ
り
、
マ
マ
や
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
と
散
歩
し
た
り
し
て
い
ま
す
。

健
康
で
優
し
い
子
に
育
っ
て
ほ
し
い
で

す
ね
。�

下

林�

  

矢 

萩 

尚 

斗
ち
ゃ
ん�

�

八
郷
の
歴
史�

（13）�

♥

わ
が
家
の
ア
イ
ド
ル�

食生活改善推進員　木崎清美（上青柳）
（ヘルスメイト）

【材料】（４人分）�
●ごはん  600g　●酢  40cc　●砂糖  16g�

●塩 4g　●油あげ  1枚　●戻ししいたけ   4枚

●にんじん  40g　●ゆでたけのこ  40g�

●絹さや　16枚�

●煮汁（だし汁  260cc・しょうゆ  20cc）�

【作り方】�
①ごはんに酢、砂糖、塩を混ぜる。�

②だしとしょうゆで煮汁を作る。�

③油あげは油抜きをして水気をしぼり、細切り

　にして煮汁で煮る。椎茸は煮汁1/3の量で煮

　て、千切りにする。にんじんと、ゆでたけの

　こと絹さやを細切りにして、残りの煮汁で煮

　る。酢飯に彩りよく混ぜる。�

な
お
　
と�

�

���
　
佐
自
塚
古
墳
（
前
方
後
円
墳
）
は
、
昭
和
三

十
八
年
の
春
に
学
術
調
査
が
行
わ
れ
、
五
世
紀

の
前
半
の
こ
ろ
、
八
郷
盆
地
に
君
臨
し
た
豪
族

の
墳
墓
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
と

こ
ろ
が
、
佐
自
塚
古
墳
に
忠
実
と
み
る
こ
と
は

で
き
な
い
伝
承
が
『
八
郷
町
誌
』
に
紹
介
さ
れ

て
い
る
。
要
約
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
ろ
う
。�

　
そ
の
昔
、
佐
久
の
鹿
島
神
社
（
大
杉
さ
ま
）

の
近
所
に
「
臼
ほ
り
」
を
業
と
す
る
男
が
住
ん

で
い
た
。
仕
事
場
は
丸
山
（
高
友
）
の
丘
が
見

え
る
高
台
に
あ
っ
た
。
あ
る
日
の
こ
と
、
日
暮

れ
時
と
な
り
、
帰
り
支
度
を
し
て
い
る
と
若
い

女
が
お
い
は
ぎ
に
追
わ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で

助
け
を
求
め
ら
れ
た
。
そ
こ
で
男
は
、
と
っ
さ

に
伏
せ
て
お
い
た
臼
の
中
に
女
を
隠
し
、
難
を�

���

避
け
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
の
時
す
で
に
闇
夜

に
な
っ
て
い
た
。
女
は
当
夜
を
神
社
の
社
殿
で

過
ご
す
旨
を
告
げ
た
が
、
そ
れ
を
不
憫
に
思
っ

た
男
は
家
に
連
れ
て
帰
っ
た
。�

　
い
つ
も
よ
り
帰
り
が
遅
い
の
で
案
じ
て
い
た

臼
ほ
り
の
女
房
は
、
亭
主
が
若
い
女
を
連
れ
帰

っ
た
ば
か
り
か
泊
め
る
意
向
で
あ
る
こ
と
に
た

い
そ
う
激
怒
し
、
自
ら
が
家
を
出
る
騒
ぎ
と
な

っ
た
。
二
人
の
諍
い
を
聞
い
て
い
た
女
は
、
こ

れ
以
上
迷
惑
は
か
け
ら
れ
な
い
と
し
て
暇
乞
い

の
う
え
、
行
き
先
も
告
げ
ず
出
て
行
っ
て
し
ま

っ
た
。�

　
翌
朝
、
男
は
女
の
身
を
案
じ
な
が
ら
仕
事
場

に
向
か
っ
た
。
す
る
と
、
仕
事
場
近
く
の
山
林

で
首
を
吊
っ
て
死
ん
で
い
る
女
の
死
体
を
発
見

し
て
し
ま
っ
た
。
驚
い
た
男
は
早
速
村
に
立
ち

返
り
、
村
の
衆
に
昨
夜
か
ら
の
経
緯
を
語
っ

た
。
村
人
も
憐
れ
に
思
い
塚
を
築
き
遺
体
を
埋

葬
し
供
養
し
た
と
い
う
。�

　
こ
れ
が
伝
承
の
大
筋
で
あ
る
が
、
塚
の
名
称

に
つ
い
て
は
触
れ
て
い
な
い
。�

　
五
世
紀
代
前
半
の
こ
ろ
に
築
か
れ
た
と
す
る

佐
自
塚
古
墳
は
、
し
ば
ら
く
の
間
は
貴
人
の
墓

所
に
相
応
し
い
祭
祀
行
為
が
執
行
さ
れ
、
組
織

的
な
維
持
管
理
が
機
能
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う

が
、
千
数
百
年
余
の
い
つ
の
こ
ろ
か
ら
か
、
葬

祭
の
場
に
対
す
る
歴
史
的
意
義
や
畏
敬
の
念
が

し
だ
い
に
忘
却
さ
れ
、
た
ん
な
る
「
塚
」
と
し

て
存
在
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
こ
の
付
会
伝

承
は
そ
の
こ
と
を
如
実
に
語
っ
て
い
る
と
言
え

る
が
、
こ
う
し
た
史
実
と
は
ま
っ
た
く
異
な

り
、
信
じ
難
い
内
容
の
昔
話
が
形
成
さ
れ
、
語

り
継
が
れ
て
い
る
こ
と
に
、
古
墳
の
被
葬
者
は

さ
だ
め
し
愕
然
と
し
て
い
る
に
違
い
な
い
。�

　
町
域
に
分
布
す
る
古
墳
の
う
ち
、
高
友
丘
陵

を
中
心
に
柿
岡
・
長
堀
・
佐
久
地
内
の
山
林
に

は
数
多
く
の
古
墳
が
認
め
ら
れ
、
そ
の
頂
に
神

社
や
石
祠
を
祀
る
例
が
多
い
。
そ
れ
は
村
人
の

精
神
的
支
柱
が
神
社
に
あ
っ
た
証
左
で
あ
る
と

同
時
に
、
古
墳
も
ま
た
祖
霊
の
鎮
ま
る
信
仰
の

対
象
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
特
に
丸
山
古

墳
に
は
開
拓
神
話
に
登
場
す
る
豊
城
入
彦
命
の

奥
津
域
と
す
る
信
仰
が
厚
く
、
全
域
が
禁
足
地

で
あ
っ
た
。
他
方
、
佐
自
塚
古
墳
に
つ
い
て

も
、
そ
の
被
葬
者
を
豊
城
の
「
后
」
と
す
る
伝

承
が
残
る
こ
と
か
ら
、
丸
山
古
墳
に
示
さ
れ
る

畏
敬
の
念
と
同
じ
く
、
か
つ
て
は
村
人
に
よ
る

丁
重
な
祖
霊
供
養
が
行
わ
れ
て
い
た
も
の
と
推

測
さ
れ
る
の
で
あ
る
。�

　
　
　
　
町
史
編
さ
ん
専
門
委
員
　
西
宮
一
男�

�

佐
自
塚
古
墳
に
ま
つ
わ
る
付
会
伝
承�

わたしの手料理�

春の五目ずし�
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の
地
に
嫁
い
だ
頃
、
こ
の
土
地
に
早

　
　
　
く
馴
染
ん
で
み
な
さ
ん
に
愛
さ
れ
る

人
間
に
な
り
た
い
と
願
い
続
け
て
き
ま
し

た
。
姑
が
空
を
見
上
げ
て
「
雷
様
（
ら
い
さ

ま
）
が
来
て
く
れ
る
と
い
い
が
」
と
い
う
の

を
聞
い
て
、
雷
の
こ
と
は
様
を
つ
け
る
の

か
、
農
家
と
雨
と
の
関
係
は
こ
ん
な
に
も
大

事
な
の
か
と
分
か
っ
た
私
で
す
。
姑
と
の
野

良
の
帰
り
「
お
晩
方
に
な
り
ま
し
た
。
い
い

お
し
め
り
で
良
か
っ
た
で
す
ね
」
と
行
き
か

う
人
に
姑
が
言
う
挨
拶
言
葉
を
美
し
い
と
思

い
ま
し
た
。
そ
の
言
動
を
見
習
っ
て
き
ま
し

た
。
何
も
分
か
ら
な
い
私
で
し
た
。

　
ま
た
、
寒
い
時
、
近
所
の
人
が
い
ら
っ
し

ゃ
る
と
姑
は
「
あ
た
ら
っ
せ
」
と
言
っ
て
竈

の
火
を
か
き
出
し
た
り
、
囲
炉
裏
に
そ
だ
木

を
く
べ
た
り
し
ま
し
た
。
こ
の
「
あ
た
ら
っ

せ
」
と
い
う
言
葉
と
そ
の
仕
草
は
私
に
感
動

を
あ
た
え
、
私
も
あ
の
様
に
な
っ
て
人
々
と

溶
け
合
う
仲
に
な
り
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

ち
く
（
う
そ
を
言
う
こ
と
）
、
ご
じ
ゃ
っ
ぺ

（
大
人
気
な
い
幼
稚
な
人
）
、
そ
そ
ら
っ
ぺ

（
し
み
じ
み
し
な
い
人
）
と
言
う
こ
と
も
こ

の
地
に
来
て
知
り
ま
し
た
。
か
き
ま
わ
し
と

は
炊
事
仕
事
の
こ
と
と
も
知
り
ま
し
た
が
、

な
ぜ
炊
事
を
か
き
ま
わ
し
と
言
う
の
か
考
え

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
今
も
姑
の
声
が
耳
に
残
っ
て
い
ま
す
。

「
今
日
は
部
原
の
お
あ
み
だ
様
（
神
事
）
だ

か
ら
、
畑
休
ん
で
か
き
ま
わ
し
や
ろ
う
」
と
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
匿
名

　
　
ど
こ
の
地
域
に
も
あ
る
方
言
。
故
郷
を

離
れ
る
と
、
む
か
し
耳
に
し
て
い
た
言
葉
を

思
い
出
し
、
ふ
る
さ
と
が
懐
か
し
い
と
感
じ

る
方
は
多
い
と
思
い
ま
す
。「
か
き
ま
わ
し
」

は
茨
城
で
は
「
炊
事
」
と
い
う
意
味
で
使
わ

れ
て
い
ま
す
が
、
岐
阜
で
は「
五
目
め
し
」、

静
岡
で
は
「
四
つ
身
の
着
物
」
の
意
で
使
わ

れ
る
そ
う
で
す
。
言
葉
一
つ
取
っ
て
も
土
地

に
よ
っ
て
い
ろ
い
ろ
な
使
わ
れ
方
が
あ
る
よ

う
で
す
。
人
の
行
動
範
囲
が
広
が
り
、
テ
レ

ビ
な
ど
を
通
し
て
い
ろ
い
ろ
な
言
葉
を
知
る

こ
と
が
で
き
る
現
在
、
方
言
を
使
い
、
な
ま

り
の
あ
る
言
葉
で
話
し
て
い
る
人
が
少
な
く

な
っ
て
い
ま
す
。
方
言
は
こ
れ
か
ら
ど
う
な

る
の
で
し
ょ
う
か
。
先
人
か
ら
受
け
継
が
れ

て
き
た
地
域
独
特
の
言
葉
を
あ
ら
た
め
て
見

直
す
こ
と
は
お
も
し
ろ
く
、
ま
た
大
切
な
こ

と
だ
と
思
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
広
報
係

わ
た
し
も
一
言�

　
評
　
　
日
本
教
育
書
道
連
盟
審
査
員
　
岩
波
芳
水

習
字
コ
ー
ナ
ー�

　
力
強
い
運
筆
で
形
も
美
し
く
書
け
て

い
ま
す
。

　
一
筆
一
筆
に
気
持
ち
が
こ
も
っ
て
い

て
た
い
へ
ん
よ
い
作
品
で
す
。

小
幡
小
四
年
　
木
崎
千
奈
美�

小
桜
小
五
年
　
島
田
恵
梨
子�

Ｐ．Ｎ　春　眠 Ｐ．Ｎ　オヤビン
Ｐ．Ｎ　シトラス 下林　氏家　覓 Ｐ．Ｎ　いつか

こ�

♣
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３つの答えの中から正解を選びハガ

キに書いて送ってください。　�

①平成14年度一般会計予算の総額は

いくら？�

Ａ－96億5千万円　Ｂ－90億5千万円

Ｃ－86億5千万円�

②町では国民健康保険加入者の三十

歳以上を対象に人間ドックの補助を

していますが、今年度から１件当た

りの補助額はいくらになるでしょう

か？�

Ａ－2,000円　Ｂ－22,000円�

Ｃ－25,000円�

③八郷町美術展は何科で行われます

か？�

Ａ－5科目　Ｂ－6科目　Ｃ－7科目�

［応募の方法］�

☆ハガキに広報クイズ169と書き、�

答えの記号（例①－Ａ）、住所、氏

名、年齢、世帯主と「私もひとこと」�

へのご意見や広報の感想などを書い

て送ってください。イラストやマン

ガも大歓迎。�

☆締切日　平成14年５月20日�

　　　　　（当日消印有効）�

☆応募先　〒315-0195 八郷町柿岡

　　5680-1 八郷町役場秘書広聴課�

☆当選者の発表　本紙６月号�

［広報クイズ167の当選者の発表］�

　正解は①－Ａ、②－Ｂ、③－Ｂで

した。応募総数40通、正解35通の中

から次の10人が当選しました。�

加藤隆一（片野）木村和子（川又）

小林有佳里（下林）杉山はつ（柴間）

須藤孝子（柿岡）関真奈美（半田）

高橋里美（柿岡）田口ふみ（片野）

永須三男（柿岡）皆川遥香（片野）

　　　　　　　　　　　［敬称略］�

　全問正解者のなかから�

抽選で図書券が当たるよ　�

やさと文芸�

�

短
　
　
　
　
歌
　
　
　
　
　
大
　
塚
　
　
　
誠  

選  �
�������

俳
　
　
　
　
句
　
　
　
　
　
綿
　
引
　
鼓
　
峰  

選  �
����

俚
　
　
　
　
謡
　
　
　
　
　
鈴
　
木
　
弦
　
月  

選  �
�

広報ク
イズ  
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昭
和
五
十
八
年
の
小
学
校
入
学
式
。�

当
時
は
町
内
の
小
学
校
の
新
入
生
が
三�

百
九
十
五
人
で
し
た
。
そ
し
て
今
年
の�

新
入
生
は
二
百
七
十
二
人
。
二
十
年
も�

経
た
な
い
う
ち
に
随
分
子
ど
も
た
ち
が�

少
な
く
な
っ
た
よ
う
で
す
。�

成
人
の
孫
の
着
飾
る
晴
れ
姿
亡
夫
に
見
せ
た
き
思
ひ
溢
れ
つ
　�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
月
　
岡
　  

萩
　
原
　
照
　
子�

春
浅
き
朝
に
し
あ
れ
ど
冴
え
返
り
木
立
透
り
来
こ
げ
ら
の
ド
ラ
ム
　�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
　
崎
　  

荒
　
井
　
幸
　
子�

霜
柱
厚
み
増
し
た
る
さ
庭
辺
に
さ
ん
し
ゅ
ゆ
あ
え
か
な
黄
を
ほ
こ
ろ
ば
す
　�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
半
　
田
　  

大
　
栗
　
幸
　
男�

��

釣
舟
の
櫂
き
ら
き
ら
と
鴨
浮
寝
　
　
　
　
　
柿
　
岡
　  

川
　
井
　
ト
　
キ�

傾
け
る
祠
も
あ
り
て
薮
椿
　
　
　
　
　
　
　
瓦
　
谷
　  

鈴
　
木
　
浦
　
子�

道
の
辺
に
沈
丁
の
香
の
漂
ひ
て
　
　
　
　
　
東
成
井
　  

菱
　
沼
　
い
み
子�

��

花
の
香
り
も
梅
か
ら
桃
へ
東
風
が
乗
せ
行
く
里
の
春
　�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
下
　
林
　  

谷
　
島
　
清
　
風�

晴
れ
て
合
格
安
堵
の
顔
を
そ
っ
と
撫
で
行
く
春
の
風�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
下
　
林
　  

額
　
賀
　
力
　
江
　�

風
情
楽
し
む
露
天
の
風
呂
を
野
暮
に
雲
間
で
覗
く
月�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
柿
　
岡
　  

鈴
　
木
　
千
代
子�

つ
ま�

か
い�

ほ
こ
ら�

う
き
ね�

Ｐ．Ｎ　ペペロンチーノ�
Ｐ．Ｎ　いおり�Ｐ．Ｎ　星の砂姫�

柿岡小学校体育館にて柿岡小学校体育館にて�柿岡小学校体育館にて�



⒁

�

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す�

○
有
明
中
学
校
に
書
棚
と
校
歌
額
各
一

　
　
　
　
平
成
十
三
年
度
卒
業
生
一
同�

○
恋
瀬
小
学
校
に
温
風
ヒ
ー
タ
ー
一
台

　
と
ノ
ー
パ
ン
ク
一
輪
車
二
台�

　
　
　
　
平
成
十
三
年
度
卒
業
生
一
同�

�

■
訂
正
と
お
詫
び
　
広
報
や
さ
と
三
月

号
十
二
ペ
ー
ジ
の
「
わ
た
し
も
一
言
」

の
コ
ー
ナ
ー
の
家
庭
教
育
講
座
は
、
八

郷
町
で
行
わ
れ
た
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
三
月
二
十
五
日
発
行
の
ス
ポ
ー
ツ

や
さ
と
の
新
治
郡
体
育
大
会
・
球
技
大

会
は
六
月
十
六
日
（
日
）
で
延
期
の
場

合
は
六
月
二
十
三
日
（
日
）で
す
。
訂
正

す
る
と
と
も
に
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。�

�

　
片
野
地
内
か
ら
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク
に

通
じ
る
町
道
に
架
け
る
橋
の
名
称
を
募

集
し
た
と
こ
ろ
、
三
百
二
十
八
通
の
応

募
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
中
か
ら
、（
写

真
左
）
小
幡
小
学
校
六
年
生
の
塩
谷
美

冴
さ
ん
が
応
募
し
た
「
は
な
ぞ
の
橋
」

が
選
ば
れ
、
橋
の
名
前
が
決
ま
り
ま
し

た
。
た
く
さ
ん
の
ご
応
募
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。�

　
四
月
八
日
、
小
学
校
の
入
学
式
が
町
内
一
斉

に
行
わ
れ
ま
し
た
。�

　
恋
瀬
小
学
校
で
は
今
年
の
入
学
児
童
は
二
十

人
で
、
式
で
は
ミ
ッ
キ
ー
マ
ウ
ス
マ
ー
チ
の
リ

ズ
ム
に
乗
っ
て
、
一
年
生
が
元
気
に
入
場
。
上

級
生
に
拍
手
で
迎
え
ら
れ
、
ち
ょ
っ
ぴ
り
緊
張

し
た
様
子
で
し
た
。�

　
今
年
の
町
内
の
小
学
一
年
生
は
合
わ
せ
て
二

百
七
十
二
人
。
友
達
た
く
さ
ん
で
き
る
と
い
い

で
す
ね
。�

ま

ち

の
話

題

で

き

ご

と�

身
近
な
出
来
事
や
地
元
の�

話
題
を
お
よ
せ
く
だ
さ
い�

�（
連
絡
先
・
秘
書
広
聴
課
☎
内
線
一
三
四
三
）

ぼ
く
た
ち
わ
た
し
た
ち
ピ
カ
ピ
カ
の
一
年
生

�

国
道
３５５
号
石
岡
岩
間
バ
イ
パ
ス
の
供
用
始
ま
る

　
国
道
３
５
５
号
石
岡
岩
間
バ
イ
パ
ス
が
こ
の

ほ
ど
完
成
し
、
三
月
二
十
七
日
に
開
通
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
国
道
３
５
５
の
東
成
井
地
内
は
、

カ
ー
ブ
が
多
い
う
え
に
道
幅
も
狭
く
、
自
動
車

を
は
じ
め
歩
行
者
の
通
行
に
支
障
を
き
た
し
て

い
た
た
め
、
県
が
平
成
元
年
度
よ
り
石
岡
か
ら

東
成
井
ま
で
の
四
・
一
㌔
の
バ
イ
パ
ス
整
備
事

業
に
着
手
し
て
い
ま
し
た
。
完
成
し
た
道
路
は
、

幅
約
二
十
五
㍍
の
片
側
二
車
線
道
路
で
、
暫
定

一
車
線
で
供
用
を
開
始
す
る
予
定
で
す
。
地
域

住
民
の
日
常
生
活
の
利
便
性
や
安
全
性
の
向
上

ば
か
り
で
な
く
、
地
域
間
の
交
流
が
促
進
さ
れ

る
ア
ク
セ
ス
道
路
と
し
て
大
い
に
活
用
さ
れ
る

こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。�

　
平
成
十
四
年
の
完
成
を
目
指
し
て
建
設
工
事

が
進
め
ら
れ
て
き
た
八
郷
町
商
工
会
館
が
こ
の

ほ
ど
完
成
し
、
三
月
二
十
六
日
に
竣
工
式
典
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
町
商
工
会
は
、
昭
和
三
十
五

年
に
設
立
さ
れ
、
八
郷
町
の
小
規
模
事
業
者
の

経
営
指
導
や
相
談
を
行
い
な
が
ら
、
地
域
経
済

の
活
性
化
に
努
め
て
き
ま
し
た
。
商
工
会
館
は

旧
八
郷
町
役
場
の
跡
地
（
柿
岡
）
に
建
て
ら
れ
、

敷
地
面
積
一
、
八
八
五
・
六
五
平
方
㍍
、
建
設

面
積
三
二
四
・
六
九
平
方
㍍
、
延
床
面
積
四
七

二
・
五
九
平
方
㍍
で
の
鉄
骨
二
階
建
て
で
す
。�

　
永
井
清
商
工
会
長
は
「
地
元
商
工
業
と
八
郷

町
の
発
展
の
た
め
に
積
極
的
な
事
業
展
開
を
進

め
て
い
き
た
い
」
と
語
り
ま
し
た
。�

地
域
商
工
業
の
発
展
を
目
指
し
て

橋
の
名
称
が
決
ま
り
ま
し
た�



⒂

大
沢
悠
里
さ
ん
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
講
演
行
う

　
三
月
二
十
九
日
に
Ｔ
Ｂ
Ｓ
ラ
ジ
オ
の
「
ゆ
う

ゆ
う
ワ
イ
ド
」
で
お
な
じ
み
の
大
沢
悠
里
さ
ん

に
よ
る
講
演
会
が
、
中
央
公
民
館
を
会
場
に
行

わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
小
幡
の
高
橋
良
晴
さ

ん
が
八
郷
町
の
児
童
福
祉
の
た
め
に
、
地
域
住

民
に
よ
っ
て
何
か
で
き
る
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う

か
と
い
う
思
い
か
ら
、
大
沢
さ
ん
と
親
交
の
あ

る
方
を
通
し
て
開
催
に
至
っ
た
も
の
で
す
。
講

演
会
に
は
約
五
百
五
十
人
が
集
ま
り
、
大
沢
さ

ん
の
体
験
を
交
え
た
ユ
ー
モ
ア
あ
ふ
れ
る
話
術

に
会
場
は
笑
い
声
に
包
ま
れ
ま
し
た
。�

　
講
演
で
大
沢
さ
ん
は
「
い
つ
も
笑
顔
で
い
ば

ら
な
い
こ
と
、
悪
口
を
言
わ
ず
に
た
く
さ
ん
話

す
こ
と
、
そ
し
て
あ
り
が
と
う
の
気
持
ち
を
忘

れ
な
い
こ
と
が
大
切
」
と
語
り
ま
し
た
。�

代
表
の
高
橋
さ
ん
は
「
講
演
会
に
た
く
さ
ん
の

方
が
来
て
く
れ
て
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。
た
だ

残
念
な
の
は
、
お
子
さ
ん
が
場
内
を
ち
ょ
ろ
ち

ょ
ろ
し
て
い
た
の
が
目
立
っ
た
こ
と
で
す
ね
。

親
と
子
ど
も
に
は
一
緒
に
聞
い
て
も
ら
い
た
い

と
思
う
の
で
す
が
、
子
ど
も
が
聞
け
な
く
な
っ

た
時
の
対
応
を
親
に
は
考
え
て
も
ら
い
た
い
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。
講
演
会
の
チ
ャ
リ
テ
ィ

ー
募
金
二
十
一
万
九
千
百
六
十
九
円
と
大
沢
さ

ん
へ
の
講
演
料
の
三
十
万
円
は
、
町
の
福
祉
の

た
め
に
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。�

���

　
観
光
シ
ー
ズ
ン
を
目
前
に
ひ
か
え
た
三
月
二

十
八
日
、
八
郷
町
す
て
き
旅
案
内
人
の
会
（
鯉

渕
　
松
会
長
）
と
八
郷
町
ふ
る
さ
と
体
験
協
議

会
（
木
崎
真
会
長
）
の
会
員
合
同
に
よ
る
清
掃

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
清
掃
に
は
二
十
四
人
の
会

員
が
参
加
し
、
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク
入
口
か
ら
左

右
二
手
に
分
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
約
二
㌔
の
沿
道

の
ご
み
を
拾
い
ま
し
た
。�

　
参
加
し
た
み
な
さ
ん
は
「
こ
の
道
路
を
観
光

客
の
み
な
さ
ん
が
通
っ
た
と
き
に
、
少
し
で
も

い
い
気
持
ち
に
な
っ
て
く
れ
た
ら
う
れ
し
い
で

す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
二
か

月
に
一
回
の
ペ
ー
ス
で
、
観
光
ス
ポ
ッ
ト
付
近

の
ご
み
拾
い
を
行
う
予
定
で
す
。�

���

　
八
郷
町
す
て
き
旅
案
内
人
の
会
は
平
成
十
三

年
に
、
観
光
客
に
八
郷
町
の
自
然
、
歴
史
、
文

化
な
ど
を
紹
介
し
な
が
ら
、
観
光
案
内
活
動
の

研
修
を
す
る
こ
と
を
目
的
に
結
成
さ
れ
ま
し

た
。
同
会
で
は
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
や

地
域
の
観
光
資
源
の
再
確
認
と
再
発
掘
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
の
普
及
啓
発
な
ど
を
行
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
八
郷
町
ふ
る
さ
と
体
験
協
議
会

は
、
町
の
農
山
村
を
町
外
の
方
た
ち
に
も
知
っ

て
も
ら
う
た
め
、
農
業
や
間
伐
、
そ
ば
打
ち
な

ど
の
体
験
を
し
て
も
ら
い
、
八
郷
町
の
自
然
を

楽
し
ん
で
も
ら
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
活
動
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
町
の
観
光
に
さ
ら
な

る
期
待
が
持
て
そ
う
で
す
。�

���

　
四
月
に
新
し
い
年
度
が
始
ま
り
、
就

職
や
進
学
な
ど
で
新
し
い
環
境
に
変
わ

っ
た
皆
さ
ん
も
こ
の
時
期
に
は
も
う
落

ち
着
き
、
仕
事
や
勉
強
に
打
ち
込
ん
で

い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
広
報
紙
も
、

徐
々
に
変
化
を
加
え
さ
ら
に
読
み
や
す

い
紙
面
に
す
る
こ
と
を
考
え
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
の
ご
意
見
や
感
想
な
ど
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　�

　
さ
て
、
三
年
間
に
わ
た
っ
て
「
八
郷

の
巨
樹
・
老
木
」を
執
筆
し
て
い
た
だ
い

た
小
林
文
男
先
生
に
代
わ
り
、
今
月
か

ら
佐
藤
信
夫
先
生
の
「
教
育
は  

今 

」

が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
お
楽
し
み
に
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
渡
）�

編
集
室�

観
光
シ
ー
ズ
ン
前
に
沿
道
を
き
れ
い
に

i-mode　

http://www.net-ibaraki.ne.jp/yasato/i/�

J-SKY　　

http://www.net-ibaraki.ne.jp/yasato/j/　�

携帯用サイトができました。�

モバイル版ホームページも見て下さい。�

�

�

″″

大沢悠里さん�



　
第
六
回
八
郷
町
美
術
展
は
次
の
と
お

り
行
い
ま
す
。�

会
期
　
平
成
十
四
年
五
月
二
十
三
日 �

 

（
木
）〜
二
十
七
日（
月
）の
五
日
間�

時
間
　
午
前
九
時
〜
午
後
四
時�

会
場
　
中
央
公
民
館�

種
目
　
次
の
五
科
に
分
か
れ
ま
す
。�

　
第
一
科
　
日
本
画
・
水
墨
画�

　
第
二
科
　
洋
画
（
油
絵
・
水
彩
・
デ

　
　
　
　
　
ザ
イ
ン
）�

　
第
三
科
　
彫
刻
・
工
芸
美
術（
陶
芸
・

　
　
　
　
　
ガ
ラ
ス
工
芸
等
）�

　
第
四
科
　
書�

　
第
五
科
　
写
真�

作
品
展
示
準
備
　
五
月
二
十
二
日（
水
）�

　
午
前
九
時
〜
　
中
央
公
民
館
　
※
出

　
展
者
は
会
場
準
備
に
ご
協
力
を
お
願

　
い
し
ま
す
。�

作
品
の
搬
入
　
五
月
二
十
二
日
（
水
）�

　
午
前
九
時
〜
十
時
　
中
央
公
民
館�

作
品
の
搬
出
　
五
月
二
十
七
日
（
月
）�

　
午
後
五
時
〜�

出
品
申
込
締
切
　
五
月
七
日（
火
）ま
　で
。�

　
な
お
、
出
品
で
き
る
方
は
、
八
郷
町

に
在
住
ま
た
は
勤
務
（
通
学
）
す
る
方

（
高
校
生
以
上
）
、
町
内
出
身
者
ほ
か

主
催
者
が
認
め
た
方
と
な
り
ま
す
。�

�

問
い
合
わ
せ
先�

　
役
場
生
涯
学
習
課（
中
央
公
民
館
内
）

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
四
三
―
一
一
一
一�

　
　
　
　 

（
内
線
一
六
一
〇
）�

⒃

　美術を愛好する方たちの芸術活動の発表の場として、毎�

年行われている八郷町美術展も今年で６回目を迎えます。�

これまでも多くの参加があり、昨年は164人が出品、231点�

もの作品が展示されました。会場には町内外から多くの方�

が来館し、作品を鑑賞しました。�

　第６回八郷町美術展は5月23日（木）から27日（月）の5日間、�

中央公民館を会場に開催されます。多くのご来場をお待ち�

しております。�

������

　
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
は
北
米
原
産
の
果

実
で
、
果
実
が
目
に
良
い
こ
と
や
、

食
物
繊
維
、
ポ
リ
フ
ェ
ノ
ー
ル
な
ど

の
体
に
良
い
成
分
が
多
く
含
ま
れ
て

い
る
こ
と
で
、
最
近
注
目
を
集
め
て

い
る
果
物
で
す
。�

　
◆
植
え
付
け
（
二
〜
三
月
）�

　
有
機
質
に
富
ん
だ
排
水
の
良
い
強

酸
性
（
　
四
〜
五
）
の
土
壌
に
植
え

ま
す
。
直
径
六
十
㌢
、
深
さ
四
〇
㌢

の
穴
を
掘
り
、
掘
り
起
こ
し
た
土
と

同
じ
量
の
ピ
ー
ト
モ
ス
（
酸
度
未
調

整
）
と
を
混
ぜ
合
わ
せ
、
根
鉢
を
ピ

ー
ト
モ
ス
で
包
ん
だ
苗
を
浅
め
に
植

え
付
け
ま
す
。
植
え
付
け
て
か
ら
二

年
間
は
株
の
育
成
を
は
か
る
た
め
、

実
を
付
け
さ
せ
な
い
よ
う
花
を
楽
し

ん
だ
ら
全
て
摘
み
取
り
ま
す
。�

　
◆
施
肥
（
元
肥
十
一
月
、
芽
だ
し

　
　
肥
三
月
上
旬
、
追
肥
六
月
）�

　
幼
苗
期
は
三
月
と
六
月
に
緩
効
性

化
成
肥
料
を
百
㌘
ず
つ
与
え
、
年
々

量
を
増
や
し
て
い
き
、
八
年
生
の
成

木
に
は
元
肥
に
油
粕
骨
粉
、
ま
た
は

緩
効
性
化
成
肥
料
を
三
百
㌘
、
芽
だ

し
肥
と
追
肥
に
は
速
効
性
化
成
肥
料

を
三
百
㌘
ず
つ
与
え
ま
す
。（
化
成
肥�

�

料
の
成
分
は
８
│

８
│

８
を
例
に
）
ブ

ル
ー
ベ
リ
ー
は
ア
ン
モ
ニ
ア
態
窒
素

を
好
む
た
め
硫
安
と
併
用
し
た
り
含

有
量
の
多
い
も
の
を
選
び
ま
し
ょ
う
。�

　
◆
剪
定
（
二
〜
三
月
）�

　
主
に
主
軸
枝
の
更
新
を
し
ま
す
。

五
年
以
上
経
っ
た
古
い
枝
は
新
梢
の

と
こ
ろ
ま
で
切
り
戻
す
か
、
他
の
元

気
な
枝
に
更
新
し
、
細
い
枝
や
混
み

合
っ
て
い
る
枝
は
間
引
き
し
ま
す
。

主
軸
枝
は
五
本
位
に
仕
立
て
、
株
元

か
ら
出
て
い
る
シ
ュ
ー
ト
は
更
新
の

た
め
切
ら
ず
に
残
し
て
お
き
ま
す
。�

　
◆
そ
の
他�

○
結
実
を
良
く
す
る
た
め
、
一
本
植

え
で
な
く
同
系
統
の
も
の
を
品
種
違

い
で
植
え
る
こ
と
を
お
す
す
め
し
ま

す
。
ま
た
人
工
受
粉
を
行
う
と
さ
ら

に
大
き
く
沢
山
の
実
が
な
り
ま
す
。�

○
株
立
ち
を
良
く
す
る
た
め
六
月
か

ら
七
月
に
か
け
株
元
か
ら
出
て
き
た

シ
ュ
ー
ト
を
三
分
の
一
く
ら
い
摘
心

し
ま
す
。
枝
数
も
増
え
横
に
広
が
っ

た
樹
形
を
つ
く
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。�

○
根
が
浅
い
た
め
乾
燥
に
弱
い
で

す
。
乾
い
て
き
た
か
ら
早
め
に
水
を

あ
げ
、
乾
燥
防
止
に
腐
葉
土
な
ど
を

敷
い
て
お
く
と
良
い
で
し
ょ
う
。�

○
病
害
虫
よ
り
も
鳥
の
食
害
が
お
お

き
で
す
。
ネ
ッ
ト
を
は
る
な
ど
し
て

防
ぎ
ま
し
ょ
う
。�

　
　
　
　
　
　
園
芸
課
　
斉
藤
益
実�

花と緑の楽園�

茨城県�

初夏の香り�
 ブルーベリー�
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八郷町�
美術展�作品が心と心の�

　　　 架け橋に�5月23日（木）
　　　～27日（月）

昨年の美術展で昨年の美術展で�昨年の美術展で�




